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曲げハッカー・台直し 電工ドラム

【【　　第第
だだいい

33課課
かか

　　道道具具
どど うう ぐぐ

　　とと　　材材料料
ざざいいりりょょうう

　　のの　　名名前前
なな まま ええ

　　】】

てハッカー
手ハッカー 折り尺

おりじゃく

番線カッター
ばんせんカッター

１.【道
ど う ぐ

具と材
ざいりょう

料の名
な ま え

前】
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コンクリートブロックスペーサー

ハンマー

シート

ラチェット クランプ

自動曲げ機 加工場
じどうまげき

門型　梁ジャッキ 自動切断機
もんがた　はりジャッキ じどうせつだんき

さげふり ばたかく さんぎ

単管パイプ
たんかんパイプ

かこうば
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　　『『れれんんししゅゅうう　　ももんんだだいい』』　　　　

　　・・どどううぐぐ　　のの　　ななままええ　　をを　　ひひららががなな　　でで　　かかききななささいい。。　　

1177
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かかんんででんんちちゅゅうういい ししゅゅうういいかかくくににんん

ああんんぜぜんんだだいいいいちち ししょょううかかきき せせいいりりせせいいととんん

【【　　第第
だだいい

55課課
かか

　　安安全全
ああんんぜぜんん

　　のの　　言言葉葉
ここ とと ばば

　　】】

ききつつええんんじじょょ ききんんええんん ずずじじょょううちちゅゅうういい

かかいいここううぶぶちちゅゅうういい たたちちいいりりききんんしし ああんんぜぜんんつつううろろ

ああんんぜぜんんたたいいししよようう ああんんぜぜんんかかくくににんん ああししももととちちゅゅうういい

周周囲囲確確認認
ななげげるるなな。。おおととすすなな。。

つつりりにに　　のの　　ししたた　　にに　　ぜぜっったたいい　　ははいいるるなな ここここ　　にに　　もものの　　をを　　おおくくなな せせききささいいかかじじゅゅうう

３.【安
あんぜん

全の言
こ と ば

葉】
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2200

　　『『れれんんししゅゅうう　　ももんんだだいい』』　　　　

　　・・ああんんぜぜんん　　のの　　ここととばば　　のの　　かかんんじじ　　をを　　ひひららががなな　　でで　　かかききななささいい。。　　

→

→

⑥　安全通路　　 →

④　安全帯使用　　→

②　安全確認　　　→

⑤　消火器　　

③　安全第一　　　→

①　足元注意　　　→

⑭　喫煙所 →

⑬　禁煙 →

⑫　頭上注意 →

⑪　周囲確認 →

⑩　開口部注意 →

⑨　感電注意 →

⑦　整理整頓　　 →

⑧　立入禁止　

かかんんででんんちちゅゅうういい ししゅゅうういいかかくくににんん

ああんんぜぜんんだだいいいいちち ししょょううかかきき せせいいりりせせいいととんん

【【　　第第
だだいい

55課課
かか

　　安安全全
ああんんぜぜんん

　　のの　　言言葉葉
ここ とと ばば

　　】】

ききつつええんんじじょょ ききんんええんん ずずじじょょううちちゅゅうういい

かかいいここううぶぶちちゅゅうういい たたちちいいりりききんんしし ああんんぜぜんんつつううろろ

ああんんぜぜんんたたいいししよようう ああんんぜぜんんかかくくににんん ああししももととちちゅゅうういい

周周囲囲確確認認
ななげげるるなな。。おおととすすなな。。

つつりりにに　　のの　　ししたた　　にに　　ぜぜっったたいい　　ははいいるるなな ここここ　　にに　　もものの　　をを　　おおくくなな せせききささいいかかじじゅゅうう
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感電注意とは　でんきは　とても　きけんですから　きをつける　　

　　　　　　　という　いみです。　

危険とは　あんぜん　ではない　あぶない　という　いみです。

　　　　　　　という　いみです。

開口部注意とは　かいこうから　てんらく　しないように　きをつける　　

　　　　　　　　という　いみです。　

関係者以外立入禁止とは　かんけいの　ないひとは　はいっては　

　　　　　　　　　　　　　　いけない　という　いみです。

火気厳禁とは　ひのもとに　なるものを　つかっては　いけない　

　　　　　　　という　いみです。⑧

⑨

⑩

　　　　　　　という　いみです。

安全第一とは　どんな　ときでも　あんぜんを　いちばんに　かんがえる　

　　　　　　　という　いみです。

　　　　　　　　つかうという　いみです。

安全通路とは　ひとが　あんぜんに　あるくことが　できる　つうろ　　

安全確認とは　きけんか　きけんでは　ないかを　かくにんする

安全帯使用とは　こうしょさぎょうでは　かならず　あんぜんたいを　　

③

④

⑤

⑥

⑦

　【　安全
あんぜん

　の　言葉
ことば

　の　意味
い み

　】

足元注意とは　だんさや　かいこうぶに　きをつけて　あるく　

　　　　　　　という　いみです。足元
あしもと

注意
ちゅうい

安全
あんぜん

確認
かくにん

①

②

安全
あんぜん

第一
だいいち

安全帯
あんぜんたい

使用
し よ う

安全
あんぜん

通路
つ う ろ

開口部
かいこうぶ

注意
ちゅうい

関係者
かんけいしゃ

以外
い が い

立入禁止
たちいりきんし

火気
か き

厳禁
げんきん

感電
かんでん

注意
ちゅうい

危険
き け ん

あしもと

あんぜん

あんぜん

あんぜん

か　き

かんでん

きけん

あんぜんたい

かいこうぶ

かんけいしゃ

ちゅうい

かくにん

だいいち

つうろ

げんきん

ちゅうい

しよう

ちゅうい

いがい たちいり きんし
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消火器とは　かさいの　ときに　ひをけす　どうぐです。　　

KYKとは さぎょうを　するまえに　さぎょうの　きけんを　

　　　　　　　さぎょうしゃと　はなしをして　あんぜんの　もくひょうを

危険　吊荷の下に　絶対入るなとは　たまがけさぎょうは　あぶない　　

　　　　　　　　　　　　　　ですから　つっている　ものの　したに　ぜったい　　

　　　　　　　　　　　　　　はいっては　いけない　という　いみです。　　

危険　投げるな落とすなとは　あぶない　ですから　ものを　なげたり　　

　　　　　　　　　　　　　　おとしたりしては　いけない　という　いみです。　

喫煙所とは　たばこを　すっても　いいところ　という　いみです。　　

危険
き け ん

　吊
つり

荷
に

の下
した

に

絶対
ぜったい

入
はい

るな

⑫

喫煙所
きつえんじょ

⑬

周囲確認とは　じぶんの　まわりが　きけんでは　ないことを　

　　　　　　　かくにんする　という　いみです。

禁煙とは　たばこを　すっては　いけない　という　いみです。　　

　　　　　　　たてて　じっこうする　かつどう　という　いみです。　

高所作業とは　たかさが　２ｍいじょうの　さぎょうゆかで　

　　　　　　　さぎょうを　する　という　いみです。

ここに　物を　置くなとは　ここに　ものを　おいては　いけない　

⑪

危険
きけん

投
な

げるな　落
お

とすな

　　　　　　　　　　　　　　　という　いみです。

指差呼称とは　こえをだして　ゆびで　ばしょをさして　

　　　　　　　あんぜんかくにんを　する　という　いみです。

周囲
しゅうい

確認
かくにん

消火器
し ょ う か き

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳
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ＫＹＫ
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作業
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ここに　物
もの

を

置
お
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し さ こ し ょ う

感電注意とは　でんきは　とても　きけんですから　きをつける　　

　　　　　　　という　いみです。　

危険とは　あんぜん　ではない　あぶない　という　いみです。

　　　　　　　という　いみです。

開口部注意とは　かいこうから　てんらく　しないように　きをつける　　

　　　　　　　　という　いみです。　

関係者以外立入禁止とは　かんけいの　ないひとは　はいっては　

　　　　　　　　　　　　　　いけない　という　いみです。

火気厳禁とは　ひのもとに　なるものを　つかっては　いけない　

　　　　　　　という　いみです。⑧

⑨

⑩

　　　　　　　という　いみです。

安全第一とは　どんな　ときでも　あんぜんを　いちばんに　かんがえる　

　　　　　　　という　いみです。

　　　　　　　　つかうという　いみです。

安全通路とは　ひとが　あんぜんに　あるくことが　できる　つうろ　　

安全確認とは　きけんか　きけんでは　ないかを　かくにんする

安全帯使用とは　こうしょさぎょうでは　かならず　あんぜんたいを　　
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最大積載荷重とは　そのばしょに　さいだいに　のせることが　できる

　　　　　　　　　　おもさ　という　いみです。

高電圧危険とは　でんあつの　たかい　でんきが　ながれているので

　　　　　　　　あぶない　という　いみです。

上下作業とは　あしばさぎょう　などで　ほかの　さぎょうしゃが　

　　　　　　　うえや　したで　さぎょうしているとき　その　うえや

　　　　　　　したで　さぎょうをする　という　いみです。

頭上注意とは　あたまの　うえに　きけんが　あるので　きをつける　　　

　　　　　　　という　いみです。

整理整頓とは　いらないものを　すてて　いるものは　きめられた　

　　　　　　　ばしょに　だれでも　つかいやすく　おく　という　いみです。

㉔

㉕

上下
じょうげ

作業
さぎょう

頭上
ずじょう

注意
ちゅうい

整理
せ い り

整頓
せいとん

最大
さいだい

積載
せきさい

荷重
かじゅう

高電圧
こうでんあつ

危険
き け ん

㉑

㉒

㉓

じょうげ

ずじょう

せいり

さいだい

きけんこうでんあつ

せきさい かじゅう

さぎょう

ちゅうい

せいとん
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立面図
りつめんず

基礎
き そ

スラブ

スラブ

ＲＦＬ

2ＦＬ

1ＦＬ

ＧＬ

【【　　第第
だだいい

66課課
かか

　　構構造造
ここううぞぞうう

部部
ぶぶ

　　のの　　名名前前
なな まま ええ

　　とと　　記記号号
きき ごご うう

　　】】
大梁、おおばり

大梁、おおばり

小梁、こばり

柱、はしら 柱、はしら

大
梁
、
お
お
ば
り

大
梁
、
お
お
ば
り

平面図
へいめんず

柱
はしら

柱
はしら

梁
はり

梁
はり

基礎
き そ

梁
ばり

基礎
き そ

最大積載荷重とは　そのばしょに　さいだいに　のせることが　できる

　　　　　　　　　　おもさ　という　いみです。

高電圧危険とは　でんあつの　たかい　でんきが　ながれているので

　　　　　　　　あぶない　という　いみです。

上下作業とは　あしばさぎょう　などで　ほかの　さぎょうしゃが　

　　　　　　　うえや　したで　さぎょうしているとき　その　うえや

　　　　　　　したで　さぎょうをする　という　いみです。

頭上注意とは　あたまの　うえに　きけんが　あるので　きをつける　　　

　　　　　　　という　いみです。

整理整頓とは　いらないものを　すてて　いるものは　きめられた　

　　　　　　　ばしょに　だれでも　つかいやすく　おく　という　いみです。

㉔

㉕

上下
じょうげ

作業
さぎょう

頭上
ずじょう

注意
ちゅうい

整理
せ い り

整頓
せいとん

最大
さいだい

積載
せきさい

荷重
かじゅう

高電圧
こうでんあつ

危険
き け ん

㉑

㉒

㉓

４.【構
こ う ぞ う ぶ

造部の名
な ま え

前と記
き ご う

号】

- 11 -



2222

片持
か た も

ち梁
ばり

間柱
まばしら

柱
はしら

片持
か た も

ちスラブ

記号
きごう

構造
こうぞう

部
ぶ

　の　名前
なまえ

構造
こうぞう

部
ぶ

　の　名前
なまえ

記号
きごう

基礎
き そ

スラブ Ｓ1

2

3

9Ｆ

12

11

10Ｃ

ＦＧ

ＦＢ ＥＷ

Ｗ

ＣＳ

耐圧
たいあつ

スラブ

小
こ

梁
ばり

階段
かいだん

大梁
おおばり

階段
かいだん

壁
かべ

基礎
き そ

小
こ

梁
ばり

耐震
たいしん

壁
かべ

基礎
き そ

大梁
おおばり

壁
かべ

4

7

8

15

14

13

ＦＳ

Ｐ

Ｋ

ＫＷＧ

Ｂ

ＣＧ・ＣＢ

5

6

③ Ｆ ⇒ ⑧ Ｃ ⇒

④ Ｗ ⇒ ⑨ ＣＳ ⇒

　　『『れれんんししゅゅうう　　ももんんだだいい』』　　　　

　　・・ききごごうう　　のの　　いいみみ　　をを　　ひひららががなな　　でで　　かかききななささいい。。　　

① ＦＧ ⇒ ⑥ Ｓ ⇒

② Ｂ ⇒ ⑦ Ｋ ⇒

Ｐ ⇒ ⑩ Ｇ ⇒⑤

- 12 -



2233

【【　　第第
だだいい

77課課
かか

　　図図面面
ずず めめ んん

　　のの　　見見方方
みみ かか たた

　　】】

6 階高
かいだか ゆか　の　きじゅんせん　から

ゆか　の　きじゅんせん　まで

7 延
の

べ長
なが

　・　全長
ぜんちょう

ぜんぶ　の　ながさ

8 軒高
のきだか ＧＬ　から　パラペット

てんば　まで4

3

2

1 ～通
どお

り Ｘ　1どおり

通
とお

り芯
しん

とおり　の　きじゅん

～間
かん

平面図
へ い め ん ず

立面図
り つ め ん ず

ＧＬ じめん　の　きじゅんせん

5 ＦＬ ゆか　の　きじゅんせん

Ｘ1-Ｘ2　かん

2222

片持
か た も

ち梁
ばり

間柱
まばしら

柱
はしら

片持
か た も

ちスラブ

記号
きごう

構造
こうぞう

部
ぶ

　の　名前
なまえ

構造
こうぞう

部
ぶ

　の　名前
なまえ

記号
きごう

基礎
き そ

スラブ Ｓ1

2

3

9Ｆ

12

11

10Ｃ

ＦＧ

ＦＢ ＥＷ

Ｗ

ＣＳ

耐圧
たいあつ

スラブ

小
こ

梁
ばり

階段
かいだん

大梁
おおばり

階段
かいだん

壁
かべ

基礎
き そ

小
こ

梁
ばり

耐震
たいしん

壁
かべ

基礎
き そ

大梁
おおばり

壁
かべ

4

7

8

15

14

13

ＦＳ

Ｐ

Ｋ

ＫＷＧ

Ｂ

ＣＧ・ＣＢ

5

6

③ Ｆ ⇒ ⑧ Ｃ ⇒

④ Ｗ ⇒ ⑨ ＣＳ ⇒

　　『『れれんんししゅゅうう　　ももんんだだいい』』　　　　

　　・・ききごごうう　　のの　　いいみみ　　をを　　ひひららががなな　　でで　　かかききななささいい。。　　

① ＦＧ ⇒ ⑥ Ｓ ⇒

② Ｂ ⇒ ⑦ Ｋ ⇒

Ｐ ⇒ ⑩ Ｇ ⇒⑤

５.【図
ず め ん

面の見
み か た

方】
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2244

梁
はり

　成
せい

基準
き じ ゅ ん

線
せ ん

　から

スラブ天端
て ん ば

　レベル-20

スラブ　の　記号
きごう

Ｓ1
150

スラブ　の　厚
あつ

さ

Ｆ1
-1000

600
基礎
き そ

　の　記号
きごう

基準
き じ ゅ ん

線
せ ん

　から

基礎
き そ

下端
し た ば

　レベル

基礎
き そ

　の　高
たか

さ

Ｇ1 -20

900

350

梁
はり

　の　記号
きごう

梁
はり

　の　天端
てんば

　レベル

梁
はり

　幅
はば

じょうかいきじゅんせん

はり

はり

はしら
かいこう

かべ

げかいきじゅんせん

ちちゅうはり はしら

き　そ

きじゅん
せん

- 14 -



2255

Ｆ
Ｇ
1

は
り

ＦＧ1

開口
かいこう

　の　有効
ゆうこう

　高
たか

さ

1800

開口
かいこう

　の　記号
きごう

ＡＷ-1

-20
開口
かいこう

　の　下端
したば

　レベル

　　『『れれんんししゅゅうう　　ももんんだだいい』』

　　・・ずずめめんん　　をを　　みみてて　　ききごごうう　　やや　　すすううじじ　　をを　　かかききななささいい。。　　

はしら

きそ
Ｆ2 8

5
0

1
0
5
0

1
9
0
0

1ＦＬ

ＦＧ2

はり

1ＦＬ

750 550

1
3
0
0

2
0
0

1
2
0
0

3
0
0

ＦＧ2

2244

梁
はり

　成
せい

基準
き じ ゅ ん

線
せ ん

　から

スラブ天端
て ん ば

　レベル-20

スラブ　の　記号
きごう

Ｓ1
150

スラブ　の　厚
あつ

さ

Ｆ1
-1000

600
基礎
き そ

　の　記号
きごう

基準
き じ ゅ ん

線
せ ん

　から

基礎
き そ

下端
し た ば

　レベル

基礎
き そ

　の　高
たか

さ

Ｇ1 -20

900

350

梁
はり

　の　記号
きごう

梁
はり

　の　天端
てんば

　レベル

梁
はり

　幅
はば

F2
-1900

850

750

550

1300

1200

FG1

FG2

-200

-300

- 15 -



2266

ＳＤ-1ＡＷ-1

1ＦＬ

かべ

ＡＷ-1

ＳＤ-1

900 900

1
9
0
0

5
0

9
0
0

1
0
0
0

1ＦＬ

Ｓ1

Ｓ2

1
5
0

8
0

2
5
0

1
8
0

S1

S2

-80

-250
150

180

900 1950

1000 -5D

- 16 -



GL

FL

3.　ＧＬ　から　1ＦＬまで　いくら　ですか？

6.　Ｘ2-Ｘ3かん　は　いくら　ですか？

5.　3ＦＬ　から　ＲＦＬまで　の　かいだか　は　いくら　ですか？

4.　1ＦＬ　から　2ＦＬまで　の　かいだか　は　いくら　ですか？

2277

7.　のきだか　は　いくら　ですか？

　　『『れれんんししゅゅうう　　ももんんだだいい』』　　　　

　　・・ずずめめんん　　をを　　みみてて　　ししつつももんん　　にに　　ここたたええななささいい。。　　
パパララペペッットト

2
8
0
0

3
2
0
0

30
0

2.　Ｘ1-Ｘ3かん　の　のべなが　は　いくら　ですか？

1.　Ｘ1-Ｘ2かん　は　いくら　ですか？

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3
3600 5400

3
6
0
0

6
0
0

2266

ＳＤ-1ＡＷ-1

1ＦＬ

かべ

ＡＷ-1

ＳＤ-1

900 900

1
9
0
0

5
0

9
0
0

1
0
0
0

1ＦＬ

Ｓ1

Ｓ2

1
5
0

8
0

2
5
0

1
8
0

- 17 -



⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
2288

3

【【　　第第
だだいい

88課課
かか

　　構構造造
ここううぞぞうう

部部
ぶぶ

　　にに　　使使
つつかか

うう　　材材料料
ざざいいりりょょうう

　　のの　　名名前前
なな まま ええ

　　】】
6

1 2

7

4

5

9
10

8

①

②

③

④

⑤

⑥

11

梁
はり

梁
はりしゅきん

主筋

スターラップ（あばら筋
きん

）

柱
はしら

柱
はしらしゅきん

主筋

フープ（帯
おびきん

筋）

基
き そ

礎

はかま筋
きん

基
き そ

礎下
した ば

端

ベース筋
きん

杭
くい

６.【構
こ う ぞ う ぶ

造部に使
つか

う材
ざいりょう

料の名
な ま え

前】

- 18 -



てっきん

11 ・

9 ・ 　片
か た

だすき

＝てっきんけい × ○ｄ

4400

8 ・ 　重
か さ

ね継
つ

ぎ手
て

かさねつぎて　・　ラップ　(ラップ）

6 ・

7 ・ 　加工
か こ う

帳
ちょう

＝

アンカー

4 ・

　追
お

い出
だ

し

あっせつ

　アンカー アンカー

5 ・ 　上端
う わ ば

うえ。

アンカー

はしら はり はしら

はじめ　の　てっきん

　いも継
つ

ぎ手
て

となり　と　おなじ　いち　で　かさねつぎて　や
あっせつ　を　すること。 いもつぎて

＝

1 　あき・

てっきん

2 ・ 　圧接
あ っ せ つ

てっきん てっきん

あき

3 ・

　間隔
かんかく

かんかくてっきん　の　しん　から
てっきん　の　しん　まで。

かただすき

10 ・ 　かぶり
かぶりコンクリート

コンクリート

【【　　第第
だだいい

1122課課
かか

　　専専門門
せせんんももんん

　　のの　　言言葉葉
ここ とと ばば

　　】】

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
2288

3

【【　　第第
だだいい

88課課
かか

　　構構造造
ここううぞぞうう

部部
ぶぶ

　　にに　　使使
つつかか

うう　　材材料料
ざざいいりりょょうう

　　のの　　名名前前
なな まま ええ

　　】】
6

1 2

7

4

5

9
10

8

①

②

③

④

⑤

⑥

11

７.【専
せんもん

門の言
こ と ば

葉】

- 19 -



22 ・

コンクリート

だいなおしかぶり　が　ない

かぶり　が　ないとき　コンクリート
を　はつり　（けずり）　てっきん　を
ゆるく　まげ　なおす

21 ・ 　寸法
す ん ぽ う

＝ ながさ。

4411

　全
ぜ ん

結束
け っ そ く

＝ ぜんぶ　けっそく。

23 ・ 　台
だ い

直
な お

し

　捨
す

てコン ＝

18 ・ 　捨
す

てバン

19 ・ 　墨
す み

＝

20 ・ 　図面
ず め ん

　（施工
せ こ う

図
ず

） ＝

12 ・ 　結束
けっそく

＝ むすぶ。

13 ・ 　構造図
こうぞうず

＝

14 ・ 　コンクリート

はしらきん

すてバン　・　すてフープ

ベースきん

はしらきん　を　せいかくに　たてやすく　する
だんどり　の　フープ

15 ・ 　下端
し た ば

＝ した。

16 ・ 　シングル配筋
は い き ん

シングルはいきん

17 ・

- 20 -



たていれ　が　わるい

ちょうへんほうこう

6000

　（配力
はいりょく

方向
ほ う こ う

）

3
0
0
0

は
り

は
りスラブ

はりはしらづら はりづら

はり

はり

3
0
0
0

6000

　（主力
しゅりょく

方向
ほ う こ う

）

ス
ラ
ブ

24 ・ 　たすき掛
が

け

た
ん
ぺ
ん
ほ
う
こ
う

28 ・ 　チドリ配筋
は い き ん

　チドリはいきん

はり

29 ・

は
り

　長辺
ちょうへん

方向
ほ う こ う

4422

たすきがけ

25 ・ 　建
た

て入
い

れ

30 ・ 　面
つ ら

＝ めん。

はしら

はり

スラブ

はり はり

ちょうへんほうこう　に
つかう　スラブきん

はいりょくきん

○ ×たていれ　が　よい

は
り

たんぺんほうこう　に
つかう　スラブきん

しゅりょくきん

26 ・ 　ダブル配筋
は い き ん

　ダブルはいきん

27 ・ 　短辺
た ん ぺ ん

方向
ほ う こ う

スラブは
り

は
り

22 ・

コンクリート

だいなおしかぶり　が　ない

かぶり　が　ないとき　コンクリート
を　はつり　（けずり）　てっきん　を
ゆるく　まげ　なおす

21 ・ 　寸法
す ん ぽ う

＝ ながさ。

4411

　全
ぜ ん

結束
け っ そ く

＝ ぜんぶ　けっそく。

23 ・ 　台
だ い

直
な お

し

　捨
す

てコン ＝

18 ・ 　捨
す

てバン

19 ・ 　墨
す み

＝

20 ・ 　図面
ず め ん

　（施工
せ こ う

図
ず

） ＝

12 ・ 　結束
けっそく

＝ むすぶ。

13 ・ 　構造図
こうぞうず

＝

14 ・ 　コンクリート

はしらきん

すてバン　・　すてフープ

ベースきん

はしらきん　を　せいかくに　たてやすく　する
だんどり　の　フープ

15 ・ 　下端
し た ば

＝ した。

16 ・ 　シングル配筋
は い き ん

シングルはいきん

17 ・

- 21 -



　

スラブ　は　はしら　や　はり　や　かべ　へ

　手直
て な お

し ＝

かべ　は　はしら　や　はり　や　スラブ　や　かべ　へ

41 ・ 　レベル ＝ たかさ。

とおりしん すみ

35 ・ 　配筋
は い き ん

図
ず

＝ はいきん　に　つかう　ずめん。

36 ・ 　はたらき

　天端
て ん ば

＝ もの　の　うえ。

34 ・ 　通
と お

り芯
し ん

とおり　の　きじゅんせん

Y1
はしら

はり

38

はたらき はたらき

37 ・ 　ばらす ＝ ばら　ばら　に　する。

おなじ　に　わける。

はり

はしら

はしらづら　から　アンカー　の　はなれ

39 ・ 　ピッチ　・　＠

＠

・ 　はなれ

＠ ＠ ＠

40 ・ 　ふりわけ ＝

33 ・

32 ・

31 ・ 　定着
ていちゃく

　（のみ込
こ

み） はり

はしら

ていちゃく

てっきんけい × ○ｄ

はしら　は　はり　へ　
はり　は　はしら　や　はり　へ

なおす。

4433

- 22 -



D16 1.56 デーじゅうろく D35 7.51 デーさんじゅうご

3388

D19 2.25 デーじゅうきゅう
デーじゅうく D38 8.95 デーさんじゅうはち

さんぱち

D22 3.04 デーにじゅうに D41 10.5 デーよんじゅういち

D25 3.98 デーにじゅうご
インチ D51 15.9 デーごじゅういち

デごいち

呼
よ

び名
めい 重量

じゅうりょう

Kg/m
呼
よ

び方
かた

呼
よ

び名
めい 重量

じゅうりょう

Kg/m
呼
よ

び方
かた

D10 0.56 デーとう D29 5.04 デーにじゅうきゅう
デーにじゅうく

D13 0.99 デーじゅうさん D32 6.23 デーさんじゅうに

梁
はり

　、　壁
かべ

バンド　（フープ　・　スターラップ） 柱
はしら

　、　梁
はり

　、　スラブ

馬
うま

梁
ばり

　、　スラブ

イナズマ 階段
かいだん

基礎
き そ

　、　柱
はしら

　、　梁
はり

　、　スラブ　、　壁
かべ

階段
かいだん

両
りょう

アンカー

【【　　第第
だだいい

1111課課
かか

　　材材料料
ざざいいりりょょうう

　　のの　　名名前前
なな まま ええ

　　とと　　種種類類
ししゅゅるるいい

　　】】

鉄筋
てっきん

　の　形状
けいじょう

呼
よ
び方
かた

主
おも
に使
つか
うところ

生
なま

材
ざい

基礎
き そ

　、　柱
はしら

　、　梁
はり

　、　スラブ　、　壁
かべ

階段
かいだん

片
かた

アンカー

基礎
き そ

　、　梁
はり

　、　スラブ　、　壁
かべ

階段
かいだん

逆
ぎゃく

アンカー 梁
はり

　、　スラブ　、　壁
かべ

　、　階段
かいだん

片
かた

フック 柱
はしら

　、　壁
かべ

両
りょう

フック　（なかご　・　ダイヤ） 基礎
き そ

　、　柱
はしら

　、　梁
はり

幅
はば

止
ど

め　・ キャップ ・ かぶせ

　

スラブ　は　はしら　や　はり　や　かべ　へ

　手直
て な お

し ＝

かべ　は　はしら　や　はり　や　スラブ　や　かべ　へ

41 ・ 　レベル ＝ たかさ。

とおりしん すみ

35 ・ 　配筋
は い き ん

図
ず

＝ はいきん　に　つかう　ずめん。

36 ・ 　はたらき

　天端
て ん ば

＝ もの　の　うえ。

34 ・ 　通
と お

り芯
し ん

とおり　の　きじゅんせん

Y1
はしら

はり

38

はたらき はたらき

37 ・ 　ばらす ＝ ばら　ばら　に　する。

おなじ　に　わける。

はり

はしら

はしらづら　から　アンカー　の　はなれ

39 ・ 　ピッチ　・　＠

＠

・ 　はなれ

＠ ＠ ＠

40 ・ 　ふりわけ ＝

33 ・

32 ・

31 ・ 　定着
ていちゃく

　（のみ込
こ

み） はり

はしら

ていちゃく

てっきんけい × ○ｄ

はしら　は　はり　へ　
はり　は　はしら　や　はり　へ

なおす。

4433

幅
はばど
止め・キャップ・かぶせ

８.【材
ざいりょう

料の名
な ま え

前と種
しゅるい

類】

- 23 -



83

暑くても長袖にしましょう

現場の中では暑くても保護坊は被りましょう

怪我を防ぐために手袋をしましょう

9,500 きゅうてんご　・　きゅうごう　・　きゅうはん

10,000 じゅってんれい　・　じゅうメーター

10,500 じゅってんご　・　じゅうごう　・　じゅっぱん

「「加加工工
かこう

場場
ば

　　やや　　現現場場
げんば

　　でで　　使使
つか

うう　　言言葉葉
ことば

」」

例
れい

① なまざい　D10　（　でーとう　）　3500　（　さんごう　）　6ぽん　(　ろっぽん　）

② 150 かたアンカー　D16　（　でーじゅうろく　）　6500　（　ろくはんぎり　）
アンカー　150　（　ひゃくごじゅう　）　8ぽん　（　はっぽん　）

③
2800

かたアンカー　D19　（　でーじゅうく　）　3000　（　さんメーターぎり　）
はたらき　2800　（　にせんはっぴゃく　）　10ぽん　（　じゅっぽん　）

ごうてんれい　・　ごメーター

5,500 ごうてんご　・　ごうごう

6,000 ろくてんれい　・　ろくメーター

6,500 ろくてんご　・　ろくごう　・ろくはん　・　ろっぱん

7,000 ななてんれい　・　ななメーター

7,500 ななてんご　・　ななごう　・　ななはん

8,000 はちてんれい　・　はってんれい　・　はちメーター

8,500 はちてんご　・　はってんご　・　はちごう　・　はちはん　・　はっぱん

9,000 きゅうてんれい　・　きゅうメーター

鉄筋
てっきん

の長
なが

さ 呼
よ

び方
かた

3,500 さんてんご　・　さんごう　・　さんはん

4,000 よんてんれい　・　よんメーター

4,500 よんてんご　・　よんごう　・　よんはん

3399

5,000
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83

暑くても長袖にしましょう

現場の中では暑くても保護坊は被りましょう

怪我を防ぐために手袋をしましょう

ただ

ただ

あん

ほ

かお

げん

あつ

け が ふせ て ぶくろ

なが そで

ば なか あつ ほ ご ぼう

帽
かぶ

ふく

あん

また

うわ

そで ぐち と

ぎ

い

だ

あん

は

あんぜん ぜんぐつ

もの さ ぎょう てき

じ か た び

なか

ふ ひつ よう もの い

ぜん たい み

き けん もの

せいそう けつ

み

からだ

くび て ぬぐ

ご ぼう ただ

ぜん だい いっ ぽ ふく そう ただ ちゃく よう

ふく そう

ふく そう ほ ご ぐ そう ちゃく

９.
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116
86

あやま

たか

さ ぎょう あん ぜん したい よう

い じょう て つい らく ぼう ご そ ばち しょ

お つい らく さい がい まも

つい

かなら あん

あん

こし たか じょうぶ

ぜん

ぜん

たい

たい

し よう

きらく けん たか ば しょ すい

ちょくせつ

かた

まわ

へい ぶ ざい

あん ぜん たい

②
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116
86

①危険軽視

き

き ほん まも

けい たいけん し さく がま

あん

つぎ き ほん ぜっ たい まも まも

ぜん せつ び めん たい さく てっ てい

だん

げん

たか

あん た い じゅう き せっ しょくぜん し つい

おや

あん

たか だい

き まもほん

まも なか さいま がい ま こ お おそ

つづ ろう さい げきどう がい てき へ ぎゃく き ほん

じょう き けいぶ けん し た い へい き しん こう どう

たい よう らく

つな

ぜん たい

ほど

じょう じょうきょう きょう

あし くみ さ さ はんば たて ぎょう ぎょう けい ない

いん き けい せつけん けんし ぎょう もっと おお

げん あん

き けいけん し

かくば ぜん ほ

資
し り ょ う

料：三
み つ い

井住
す み と も

友海
かいじょう

上火
か さ い

災保
ほ け ん

険株
か ぶ し き

式会
か い し ゃ

社

10.
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117 118

②不注意
ふ いちゅう

ふ

じょう じょうきょう きょう

ちゅう い たせつけん はつげん ば

き

さ

うえ

あ たい さく たと じゅう ゆうき どう はいいん ち かれ さ ぎょう いん

まも

じ あん

ちゅう い

ぼう し

こう さ しゅう あん じき

じゅう ちゅう にん ちゅう げんりょくちがこ ぜんし じ

か ぎょう ちゅう ぜん こくば

き い げん い かい

しゅう けいぎょう ちゅう ほう おん みみ はい さい がい おお

げき とつ
しき なら さ ぎょう さ

げき

ひと

ぎょう

とつ

いん

資
し り ょ う

料：三
み つ い

井住
す み と も

友海
かいじょう

上火
か さ い

災保
ほ け ん

険株
か ぶ し き

式会
か い し ゃ

社
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③本能のおもむくままの行動
ほん のう こう どう

じょう じょうきょう きょう

ば

しょうちか みち

どう

どう

めん

りゃく

ほん

ほん めん かん ふ ぜん

にんこう

こう

のう

のう どう たん あん こう どう おかん

げん みずか いのち て も こう だいぐ じ とき

て

お み の だ らっ か

も こう ぐ お しゅんかん わた

きり はり じょう ある つい らく

さん ばし とお まわ おも

ほん

めん

どう お めん どう かん せつ じゅうび じつ つと

あん ちかこう ぜん みちついどう たい こうかなら つからくお

のう きょう くん たいいく れん さく ばふせ

こう あん たい ししょ ぜん ふ よう ちか みち ほん のう

とお

ほう

ちか

資
し り ょ う

料：三
み つ い

井住
す み と も

友海
かいじょう

上火
か さ い

災保
ほ け ん

険株
か ぶ し き

式会
か い し ゃ

社
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120
121

いつ何が起こるかわか
らないのでつり荷には
常に注意しましょう

じ

わく あし てんさぐ ば とうぎょう ゆか

れい

あし

けん

ぬの けっ ばん

わく

てん

けん

ばん

げん あし だん

あし すじ

いた そく せん

ぐみ

とう

せつ

せん ひも あし ひ ほう ち

ば ば さ く た てん けん

ば かい つか

せつ こう じ げん ば さ ぎょうゆか うえ

ば じょう い どう

けん

ぎょう しゅ

さ しゅ

じょう

たい さく

ぎょう るい

きょう

せつぎょう

④ヒヤリハット事例
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120
121

いつ何が起こるかわか
らないのでつり荷には
常に注意しましょう

⑤クレーン作業の安全
さ

じ ぎ

うん どう

あんぎょう ぜん

さ

き ほん まな

き ほん たま

じ ぎ おこな

じ

びょう

あい ず

びょうていし

てん

かいしゃく

はな

なに お

に

つね ちゅうい

てい し

ぎり あ

が てん に ふ ぼう し かい しゃく て に ふ

ぎょうちゅう に に らっ し さい たか ぼう がい はつ

- 31 -



１１..構構造造
こ う ぞ う

上上
じょう

のの遵遵守守
じゅんしゅ

事事項項
じ こ う

をを守守
ま も

ろろうう！！

(1)天
て ん

板
い た

、踏
ふ

み桟
さ ん

、開
ひ ら

き止
と

め等
と う

、材料
ざいりょう

に損傷
そんしょう

・腐食
ふ し ょ く

がないものを使用
し よ う

すること。

(2)仮設
か せ つ

工業
こうぎょう

会
か い

の認定
に ん て い

品
ひ ん

、又
ま た

は同等品
ど う と う ひ ん

以上
い じ ょ う

の作業
さ ぎ ょ う

台
だ い

を使用
し よ う

すること。

２２..作作業業
さ ぎ ょ う

上上
じょう

のの遵遵守守
じゅんしゅ

事事項項
じ こ う

をを守守
ま も

ろろうう！！

◎立
た

ち馬
う ま

脚
あ し

元
も と

の片付
か た づ

けを先
ま

ず行
おこな

う。

(1)ムリな姿勢
し せ い

でしない。

(２)反動
は ん ど う

をかけない。

(３)物
も の

を持
も

って昇降
しょうこう

しない。

(４)背面
は い め ん

降
お

りしない。昇降時
し ょ う こ う じ

は必
かなら

ず足元
あ し も と

を確認
か く に ん

する。

(５)設備
せ つ び

用
よ う

スリーブ等
と う

の床
ゆ か

穴
あ な

に脚
きゃく

部
ぶ

が入
は い

り込
こ

まないことの確認
か く に ん

。

(６)床
ゆ か

段差
だ ん さ

近
ち か

くでの脚
きゃく

部
ぶ

のズレによる転倒
て ん と う

がないことの確認
か く に ん

。

(７)開口部
か い こ う ぶ

、作業
さ ぎ ょ う

床
ゆ か

端
た ん

部
ぶ

付近
ふ き ん

で使用
し よ う

しない。

(８)作業
さ ぎ ょ う

開始
か い し

前
ま え

に主部
し ゅ ぶ

のほか「脚
あ し

のロック、開
ひ ら

き部
ぶ

、つかまり棒
ぼ う

の差込
さ し こ み

、手
て

すり等
と う

」の点検
て ん け ん

を行
おこな

う。

(９)飛
と

び降
お

り等
と う

の不
ふ

安全
あ ん ぜ ん

な行為
こ う い

はしない。

(10)1.5ｍ以上
い じ ょ う

では、つかまり棒
ぼ う

を握
に ぎ

り昇降
しょうこう

すること。（４本立
ほ ん た て

て使用
し よ う

する）

＊２ｍ以上
いじょう

は付属
ふ ぞ く

手
て

すり使用
し よ う

(11)水平
す い へ い

になるよう使用
し よ う

のこと。屋外
お く が い

で接地
せ っ ち

面
め ん

が不安定
ふ あ ん て い

な場合
ば あ い

は敷
し

板
い た

を用
も ち

いる。

(12)足場
あ し ば

板
い た

を掛
か

け渡
わ た

す時
と き

はゴムバンド等
と う

で結束
け っ そ く

すること。＊２ｍ以上
い じ ょ う

は禁止
き ん し

(13)作業
さ ぎ ょ う

床
ゆ か

端
た ん

部
ぶ

の「感知
か ん ち

ボタン（感知
か ん ち

板
い た

）」を意識
い し き

して作業
さ ぎ ょ う

する。

(1４)型枠
か た わ く

解体
か い た い

作業
さ ぎ ょ う

での使用
し よ う

は禁止
き ん し

する。

３３..可可
か

搬搬
は ん

式式
し き

作作業業
さ ぎ ょ う

台台
だ い

のの危危険険性性
き け ん せ い

をを再再認認識識
さ い に ん し き

ししよようう！！（（災災害害
さ い が い

事事例例
じ れ い

かからら））

(1)平成2４年11月､作業中にムリ
へいせい ねん がつ さぎょうちゅう

(2)平成
へいせい

25年
ねん

3月
がつ

､降
お

りる際
さい

に (3)平成
へいせい

２８年
ねん

４月
がつ

､反動
はんどう

が掛
か

かる

な姿勢
し せ い

で転落(
てんらく（

1.8ｍ）　死死亡亡
し ぼ う

踏
ふ

み外し転落
てんらく

(0.6ｍ） 作業
さぎょう

して転落
てんらく

(1.8ｍ）

※脚
あし

元
もと

の片付
かたづけ

を怠
おこた

った 手首骨折
てくび こっ せつ

かかと（踵
かかと

）骨折
こっせつ

便利
べ ん り

な道具
ど う ぐ

も使
つ か

い方
か た

を誤
あやま

ると

凶器
きょうき

に変
か

わります！

「一旦
い っ た ん

停止
て い し

運動
う ん ど う

」を実行
じ っ こ う

して
災害・事故をなくそう！

「一旦
いったん

停止
ていし

運動
うんどう

」とは

作業
さぎょう

を始
はじめ

める前
まえ

に作業手順
さぎょうてじゅん

・使用機械工具
しようきかいこうぐ

・資材
しざい

・保護具
ほ ご ぐ

・周囲
しゅうい

の状況など「本当に問題はないか？」を、「一旦停止」して危険が

潜んでいないかを考え、措置をする運動

（ 熊谷組首都圏支店　2016.5改訂）

可可
か

搬搬
は ん

式式
し き

作作業業
さ ぎ ょ う

台台
だ い

かかららのの墜墜落落
つ い ら く

災災害害
さ い が い

防防止止
ぼ う し

対対策策
た い さ く

シシーートト

氏名
しめい

(サイン)年
ねん

　月
がつ

　日
にち

年        月         日

年        月         日

年        月         日

会社
かいしゃ

名
めい

【2016.5から２ｍ以上
いじょう

の可搬
かはん

式
しき

作業
さぎょう

台
だい

の使用
しよう

は安全
あんぜん

品質
ひんしつ

環境
かんきょう

部長
ぶちょう

の許可
きょか

が必要
ひつよう

です】

【【関関係係者者確確認認欄欄】】

作業所名

可
か

搬
はん

式
しき

作業
さぎょう

台
だい

に関
かん

する遵守
じゅんしゅ

事項
じこう

等
とう

を確認
かくにん

しました。

年        月         日

年        月         日

年        月         日

年        月         日

年        月         日

年        月         日

年        月         日

元請確認欄 職長等（教育実施者）

１１. Hãy tuân thủ các hạng mục phải tuân thủ trong cấu tạo!
(1) Phải sử dụng các vật liệu như tấm ván sàn, bậc thang, nút khóa v.v.. không bị hư hỏng hoặc không mục.

(2) Phải sử dụng thang bàn tác nghiệp được Hiệp hội công nghiệp giàn giáo chứng nhận hoặc sản phẩm tương đương hoặc cao cấp hơn.

２２. Hãy tuân thủ các hạng mục phải tuân thủ khi tác nghiệp!
◎ Trước tiên là phải dọn dẹp xung quanh chân thang.

(1) Không ở tư thế gượng ép.

(2) Không tác nghiệp có phản lực.

(3) Không mang đồ vật trên tay khi lên xuống.

(4) Không quay lưng khi đi xuống. Khi đi lên xuống phải xác nhận chỗ đặt chân.

(5) Xác nhận chân thang không cắm vào lỗ sàn của các ống luồn thiết bị v.v....

(6) Xác nhận không có nguy cơ thang ngã do chênh lệch của chân thang gần bậc bước sàn tác nghiệp.

(7) Không sử dụng gần các miệng cửa mở hoặc gần mép cạnh sàn tác nghiệp.

(8) Trước khi bắt đầu tác nghiệp, ngoài bộ phận chính, hãy kiểm tra "khóa chân, phần mở, lỗ để chèn thanh nắm, tay vịn v.v…

(9) Không được hành động không an toàn như nhảy xuống v.v…

(10) Tại nơi cao trên 1,5m thì phải nắm thanh nắm khi lên xuống. (Lắp 4 thanh để sử dụng)

＊ Tại nơi cao trên 2m thì sử dụng tay vịn đi kèm theo thang

(11) Phải sử dụng thang trong trạng thái phẳng ngang. Khi sử dụng bên ngoài, nếu bề mặt tiếp đất không ổn định thì hãy sử dụng ván lót sàn.

(12) Khi bắt ngang qua sàn giàn giáo thì phải buộc bằng giây cao su. ＊Cấm sử dụng nơi cao trên 2m
(13) Luôn tác nghiệp với nhận thức về nút cảm biến (tấm cảm biến) ở mép cạnh sàn tác nghiệp.
(14) Cấm sử dụng thang bàn trong tác nghiệp tháo dỡ ván khuôn, cốp pha.

３３. Hãy tái nhận thức sự nguy hiểm của thang bàn tác nghiệp di động! (Từ các tình huống tai nạn)
(1) Tháng 11 năm 2012, té ngã do tư thế (2) Tháng 3 năm 2013, té ngã do bước trật (3) Tháng 4 năm 2016, té ngã do tác nghiệp

gượng ép khi tác nghiệp (1,8m)　Tử vong bậc thang khi đi xuống (0.6m) có phản lực (1,8m)

※ Lơ là việc dọn dẹp xung quanh chân thang bàn Gãy xương cổ tay Gãy xương gót chân

Dụng cụ tiện lợi nhưng nếu sử dụng sai thì Tên công trường

sẽ biến thành vũ khí!

Thực hành [Phong trào tạm dừng]

  [Phong trào tạm dừng] là

phong trào trước khi bắt đầu tác nghiệp, [Tạm dừng] để suy ngh ĩ xem quy trình tác nghiệp,

máy công cụ, vật liệu, dụng cụ bảo hộ được sử dụng, tình trạng xung quanh v.v ... 

có thực sự không có vấn đề gì không?  có nguy hiểm không?, và thực hiện các biện pháp đối phó

(Chi nhánh khu vực thủ đô, Công ty Kumagai Gumi  Phiên bản sửa đổi 2016.5)

Ngày/tháng/năm Tên công ty

Bảng các biện pháp phòng chống tai nạn té rơi từ trên thang bàn tác nghiệp di động
【Từ tháng 5 năm 2016 về sau thì việc sử dụng thang bàn tác nghiệp di động cao trên 2m cần có sự cho phép của trưởng khối môi trường chất lượng và an toàn】

【【Cột xác nhận của các nhân viên liên quan】】

Đã xác nhận các hạng mục tuân thủ v.v... liên quan về thang bàn tác nghiệp di động.

Họ tên (ký tên

　　／　　　／　　　

　　／　　　／　　　

　　／　　　／　　　

　　／　　　／　　　

　　／　　　／　　　

　　／　　　／　　　

　　／　　　／　　　

　　／　　　／　　　

triệt để chấm dứt tai nạn, sự cố!

Cột xác nhận của nhà thầu
Quản đốc v.v...

(người thực thi đào tạo) 　　／　　　／　　　

　　／　　　／　　　

ベトナム語

Tai nạn thang 

Hãy cùng tuân thủ 4 điểm 
quan trọng

Chi hội khu vực thủ đô, Hội hợp tác vệ sinh
an toàn Kumagai 

●Không mang đồ vật trên tay khi lên xuống
●Xác nhận chân thang 

●Không ở tư thế gượng ép●Không tác nghiệp có phản lực

●Không quay lưng khi đi 

た うまさいがい

まも ぽいんと

しせい はんどう

もものの ししょょううここうう ははいいめめんんおお

たた ううまま ききゃゃくくぶぶかかくくににんん

くくままががいいぐぐみみああんんぜぜんんええいいせせいいききょょううりりょょくくかかいい

さぎょうしょめい

いったん ていし うんどう じっこう

さいがい

もとうけかくにんらん

じょうきょう

ひそ かんが そち うんどう

ほんとう もんだい いったんていし きけん

しょくちょうなど きょういくじっししゃ

くまがいぐみ しゅとけん してん かいてい

じこ

かんけいしゃ かくにんらん

11.
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急に体調が変わることがあるので一人になってはいけません

ご

さぎょう

よういんべつ

けんこう

けんこう かんり

よういんがた はっせい

ごぜんがた

がた

がた

がた

つど

つど

ごご

じかん げん

ぜんじつ

こうおん

おい

えん

ほ れい ざい

ぶん うめぼし

い

れいぞうこ

よ

ちい

くびすじ わきした あし つ ね

こおりみず

さぎょうちゅう

てきじ

しょくちょう

さぎょうふく

からだ

そうき ちりょう ねっちゅうしょう

きゅうけい

きゅう たいちょう か ひとり

けいげん

ちょうし わる しょくちょう もう で い　し しんだん う

つうきせい きゅうしつせい ちゃくよう

さぎょう かいし まえ さぎょういん けんこう じょうたい けんこう かくにん

さぎょう きゅうし じかん

てきじ さんすい

など ようい すいぶん えんぶん

ふと けっかん うえ ひ こうかてき

もの すうこ れいとうこ じょうび おうきゅう しょち とく

しょくえんすい

じょうび おうきゅう しょち

よ げんえん うめぼし ふ　か じょうざい の す いえん ちゅう さぎょうまえ

さぎょう

さぎょうちゅう

ちょうしょく

ぜんいん いっぱい しょくえんすい

など の かいしなど

ちゅうしょく しょくよく

こえ かくにん

きゅうけい ばしょ はあく

けんこう かくにん

せんこう かんり びひん せんこう かんり

ばんしゃく の

すいぶん

ため さぎょう あいま みず えんぶん

たいおん

れいぼう

の

たしつ

ど

き

けんこう

さぎょうちゅう おんしつど へんか

けんこう じょうたい

おんどけい

かくにんす

つうきせい

いじょう

きゅうけいじょ

よあそ

な

い　じ

しゃない

たいちょう

で　い

ふりょう

か　た

かおいろ こうしゅう がんきゅう

など

しろめ

せっち

じゅうけつなど

ねぶそく

ばしょ
ひと

もうしょ

びょうき

さぎょう
せいめい

おくがい

ふりょう

かんきょう
かいぜん

ど さ

けんこう

おんどさ ちょうせい

たいちょう

さぎょう

すいぶん すいぶん ほきゅう

かんきょう

おん

たいいん さく

じぶん じしん とく なつば あつ きせつ まいにち たいちょう ととの

ねっちゅうしょう みぜん ぼうし

さぎょう

からだ ぶい

ほごぐ

ほご

ほごぼう

あんぜんたい あんぜんたい

こきゅうよう

しゃこうめん

しゃこうめんほごぐ

たいしょうげきよう

あたま ほか くち

ゆうき

ぼうどく

ほご

よう そうき ぼう ぼうしん

みみ

みみ

てぶくろ しゃこう みみ

みみがた

がた

ぼう

そうき

でんどう つ

どうなど こうじ

め くち くち て て みみ め みみ

ついらく

ひらい らっか

ゆうき ようざい さんけつ ふん しんどう そうおん
しがいせん

せきがいせん

おう ほ　ご ぐ

12.

13.
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開口部の近くにものを置くのはやめましょう

14.安全作業のポイント
あんぜん

さぎょうゆか

かいこうぶ しゅうへん さぎょう

さぎょう

さいだい せきさい かじゅう さだ いじょう せきさい

ひらい らっか ぼうしよう はばき せっち

いじょう いか

かいこうぶ

かいこう み

とき

とき

たい か さぎょう

おやづな など あんぜん

また てすり など

だ おそ

しょうめい

まわ しょうめい あか ちょうじゃくぶつ

にと

よう ようじょう

かいこうぶ

いじょう

いじょう

てすりじょう ざいかいこうぶ

いじょう てすり せっち

なかざん たか とりつけ

もの

せっち はばき いじょう

かいこうぶ

かいこうぶ ちか お

ひょうじ

らっか ぼうしよう はばき
りょう の

せっきん ざいりょう つ

おこな

など さぎょう しゅうりょうじ ひらい らっか ぼうし

つか

あしばいた かさ してん

あしばいた てん いじょう しじぶつ

わた こてい

ちゅうおうぶ はば いじょう

たか

たか とりつけ せっち

あしばいた

あしばいた なが いか

はばき いじょう

つきだ いじょう

いじょう じょうぶ てすり なかざん

ま

はば
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か　はん　しき

きゃたつ さぎょう

さ　ぎょう　だい さ　ぎょう

さぎょう

さいだい かじゅう い　か しよう

て

しょうこう

はいめん お

かなら さぎょうだい む

ふみ うえ さぎょう

さぎょうだい

の だ さぎょう

み

しょうこう

む　り しせい さぎょう

はんどう

さぎょう

くま

ほか

しよう さい かき じこう げんしゅ

いじょう

たんどく

ふみづら

しよう

きゃたつ たか

ひら と かんぜん

かくにん

ひら

みまん

しよう ばあい

むり

はしご など しよう

きゃくぶ ど

かくにん

かいこうぶ

ばしょ しよう

てんばん

きゃたつ

きゃたつ あしば など しよう きょか ねがい けいじ

さぎょう かんばん とりつ

た さぎょう

など ついらく きけん

じゅうりょうぶつ とりあつか はんどう さぎょうなど

さぎょう

きゃたつ もちこみ きんし

あしば つか せま ばあい とうせきしゃ しよう きょか え ひつよう

がい ぐみ きゃ たつ およ きゃ たつ あし ば し よう げん そく きん し

にもつ も

かいしまえ ぶざい など てんけん

せっち

おうとつ ゆかめん など ふてき

ばしょ すいへい あんてい ばしょ さぎょう
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高さが2ｍを超え
る場合には安全ブ
ロックを設置する

いどう しょうこう せつび

たか

あんぜん しょうこう せつび もう

ふみざん とうかんかく

ど

そえぎ ばあい

しょ こてい

いじょう

かさ ばあい

しょ いじょう こてい

ぜんちょう いか

はしご うわば じょうぶゆか いじょう

はしご うえ はんどう さぎょう

つきだ

てんとう ぼうし そ

ち

もう

いじょう」

いか

はしご はば いじょう

はしご せっち かくど ていど

もの も しょうこう

ふか ばあい

いどうしき あしば

ひと

しき

たか

かいたい

さぎょう

ぎょう しんこう じょうきょう かんし

あしば しようちゅう

しょ

かくじつ

しゅにんしゃ せんにん さ

あしば くみたて など

いじょう くみた

の いどう

いどうしき あしばじょう

ばあい

はばき

あんぜんたい て

ないぶ しょうこう せつび など

しよう

がいぶ すいちょく

ついらく さいがい おお はっせい

さいだい せきさい かじゅう

しよう かいしゃ

ひょうじ

さいだい

あしば しよう ひと しようまえ てんけん き

ろく ひつよう

くみたて ぎょうしゃ くみたてご てんけん きろく あしば

てんけんひょう ひつよう

せきさい かじゅう もの

しよう せきにんしゃ しよう ほうほう など

かいだん もの も しょうこう

はんどう さぎょう

せっ ち

たか こ

あいば あん ぜん
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あしば しよう ばあい

あしば

けん

てすり

さぎょうゆか あしばいた

はず

たてじ さぎょうゆか

みまん

なか

き

あしば

ひか

すいちょく

てんけん

ばあい

いん もう で くだ ほう

ち さぎょう ぜったい

しょくちょう また もとうけ しゃ

けっか ふ　び

くたい あいだ すい

へい あしばいた はず

かべ

また いじょう はば

たんぶ ま

なか はず

しよう まえ てん

くみ あし ば

てすり

ね

しきいた

たん かん あし ば

あしばいた

たてじ

てすり

なか

はばき

ね

しきいた

なか たてじ

はばき

した

あしばいた
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８.

９.

こうしょ

くっさく さぎょう

さぎょうしゃ さぎょう

こうしょ

たい

さぎょうゆか

てんけん

きたい

うんてん

くっさくめん

さく さぎょう

さぎょう

どどめ

さぎょう

ふか いじょう

ほうりつ

いか もう

さぎょう

きかん

しんなど

じょうたい てんけん

あと どど しほうこう およ じやま

およ おおあめ しんど いじょう じ

かいしまえ せっちご か

しょうこう せつび くっさく

しょうこう せつび もう

ざんど のりかた どど

はら

どど しほこう

ばあい

き はり はら うえ おやつな は

たちいり きんし そち じっし

せっち まえなど ほうかい きけん

きり はり せっち

かべ やいた じゅうぶん ねい はや

しゅにんしゃ ちょくせつ し　き さぎょう

しほこう くみたて かいたい さぎょう

いじょう

さぎょう しゅにんしゃ ちょくせつ し　き

たか いじょう じやま くっ
どど

きけん

かんしにん

きん きれつ てんけん

らくせき のりかた ふ

かしょ さぎょう おこな ばあい

しほこう くみたてず さぎょう たちいり きんし そち ゆうどういん はいち

ゆうしかくしゃ

さぎょうゆか たか

どう

おこな

いじょう ぎのう

とくべつ

こうしゅう

きょういく

しゅうりょうしゃ

しゅうりょうしゃみまん

けんご ばしょ すいへい

きれつ ふしょく そんしょう

さぎょう

さぎょう てすり あんぜん

さぎょうゆか

ぜったい の

さどう

てんけん

きんきゅう

きかい

てんけん

きふく

きかい そうさしゃ しかく かくにん

いじょう

かくじつ だ

さぎょう

さぎょう

そうこう すべ きしゅ さぎょうゆか

さいてい こうか お おこな

さぎょう けいかくしょ さくせい およ しゅうち

しき さぎょう

しきしゃ

せんかい しんしゅくなど

あんぜん そうち せいじょう さどう

ていし そうち へいきん と そうちなど

きせい そうち せいじょう さどう

いがい かしょ
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雨の日は感電するかもしれないので注意しましょう

始業前に点検を
行い点検表で記
録を保存する

10.

11.

ぶんでんばん

けいたいよう まる ばんさぎょう

とりあつか

しょくちょうまた もとうけ ほうこく くだいじょう

ぶんでんばん
ぶんでんばん

ぶんでんばん

さだ

とりあつか

しゅうりょうしゃ

まえ ざいりょうなど

お

あめ ひ かんでん

あんてい

しせい さぎょう

ぐんてなど てぶくろ しよう

とりあつか

ま こ ぼうし

は はそん かくぶ など

てんけん

はそん かしょ

てんけん

せっち

かいてんちゅう

ていしじ

ざいりょう て も せつだん

とくべつ きょういく まる など とりあつか さぎょう じゅうじしゃ きょういく じゅこう

てんけん

いじょうおん てんけん

きょくつき

ちか

はそん

は

さどう

こてい ほうりつ いはん

せっしょく よぼう そうち つね

てんけん

しよう

すべ だ しよう

だい うえ

ちゅうい

あしはいせん

かくじつたんし し つ

せつぞくせん ふりょう てんけん

せきにんしゃ とくべつ きょういく

ろうでん

しぎょうまえ てんけん

しぎょうまえ

おこ てんけんひょう

きろく ほぞん

かいろ

ひと

ひょうじ いきさき ひょうじ おこな

てんけん

だんき せいじょう さどう

とりあつか せきにんしゃ

ろく ほ ぞん

し まえぎょう てん けん

おこな てん けん ひょう き
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始業前に点検を
行い点検表で記
録を保存する

始業前に点検を
行い点検表で記
録を保存する

12.

13.

ふん ま とく おくない さぎょう そうふうき など おこ

こうそく

など てんけん ほご

は

む　り

ぼう ぼう

しよう

など いじょう てんけん

せっち きょくつき しよう

しせい しよう

とりか とき ぷんかん

しうんてん とりかえおよ

しうんてん とくべつ きょういく しゅうりょうしゃ

さぎょうまえ ぷんかん くうてん いじょう

おと しんどう てんけん

かいてんけんさく ほうこう

ただ てんけん

ほご

ようと おう しようめん

まる

とりか とき ぷん

ぼう ぼう

しよう

ほご ただ とりつ

てんけん

さぎょうまえ ぷんかん くうてん いじょう おと

しんどう てんけん

かいてんじく わす

おお み

せつだんざい ひばな

ぼうご そち おこな

かん しうんてん

とりか およ しうん

てん とくべつ きょういく しゅうりょうしゃ

など

ろく

ろく

ほ

ほ

ぞん

ぞん

し

し

まえ

まえ

ぎょう

ぎょう

てん

てん

けん

けん

おこな

おこな

てん

てん

けん

けん

ひょう

ひょう

き

き

せつだんざい かくじつ

こてい

てんけん

きかい かいてん そくど

さいこう しよう しゅうそくど

かくにん

よう せつだんき もち

せんよう せつだんき しよう

ようと おう しようめん いがい めん しよう

ば そうちゃく げんきん

いがい めん しよう

ただ とりつ

てんけん
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てっ きん きょう いく

ねん がつ ばん

こう しゃ ほうえき だん じん
ぜん じこうてっ きょうこく ぎょうきん かい
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第２章　建　築　構　造

　人間の生活・活動の場である建築物は、重力（地球の引力による自重）・地震・風・雪などの

力に耐え、その形状・機能を保つように作らなくてはならない。そのためには、重力・地震・風・

雪などの力の性質を知り、その力が作用したときに建築物がどのような動きをするかを知って、

建築物が安全であるような構造を決定する必要がある。

　構造物に作用する力と構造物の働きを調べる学問が構造力学であり、建築物が安全で合理的か
つ経済的であるように構造物を計画することを構造計画という。
　本章では、力と力のつりあい、構造の形式、構造物の作用する力と構造物に生ずる力・変形、

材料の性質や強さなと、構造力学の基礎を学ぶとともに、建築物が力に対して安全であるために

必要な条件―構造計画の基礎―についても学ぶ。

２ ー １ 　建築構造の種類と分類
　建築構造は、図２―１のように、基礎面を境として、上部構造と基礎（下部）構造とに分け
られる。

図２―１　上部構造と基礎構造

（1）上部構造の種類
　上部構造に、いろいろな種類があり、その分類方法もいろいろあるが、一般的には、使用

材料、施工法、構造形式・形状による分類がなされる。

a）使用材料による分類
イ）木質構造
　木材は加工が容易で、軽量のわりに強く、その種類も多く、外観も日本人の好みにあっ

ている、などの利点もあるが、乾燥による狂いを生じ、腐りやすく、燃えやすいなどの

欠点もある。最近では、木材の長所を残し、欠点を補った各種の木質系材料が使用され

るようになり、木材だけを主要材料とする構造を表してきた木構造という名称の代りに、
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木材および木質材料を使用するという意味で、木質構造という名称が使用されている。
　木質構造のおもなものには、在来軸組構法・枠組壁工法・木質プレハブ構法＊がある。

　ふつう建てられる木質構造には、壁の軸組（骨組）である柱が見える真壁式と柱が見
えないように壁仕上げをした大壁式とがある。
　真壁式は、寺社建築や数寄屋建築などに、大壁式は事務所建築に用いられることが多

い。また、一般の住宅には両者が併用されることが多い。

ロ）鉄筋コンクリート構造
　コンクリートは耐火性が高く、圧縮力に対して強いが、引張力に対しては非常に弱い。

これに対して、鉄筋は引張力に強いが、圧縮力に対して曲がりやすく、熱に弱く、さび

やすい性質を持っている。この２つの材料を組み合わせることによって、両者の長所を

生かし欠点を補った構造が鉄筋コンクリート構造でRC造とも呼ばれ、一般にひろく使
われている構造である。

ハ）鋼構造
　鋼材は、強さが大きく、変形しにくく、非常にねばり強い材料であり、この鋼材を構

造体として使用したものが鋼構造である。鋼（鉄）材を骨組に使用するので鉄骨構造と
よばれたり、Ｓ造とも呼ばれる。
　鋼構造は、ふつう、Ｈ・Ｉ・Ｌ・C形などの断面をした形鋼を、ボルトや溶接によっ

て組み立てるが、大規模なものでも比較的安全かつ経済的につくることができる。

　形鋼のうち、薄い鋼板によってつくられるものを軽量形鋼といい、軽量形鋼でつくら
れた構造を軽量形鋼構造という。また、鋼管を骨組に用いたいものを鋼管構造という。
ニ）鉄骨鉄筋コンクリート構造
　鉄筋コンクリート構造と鋼構造の長所をとり入れたもので、鉄筋コンクリート構造を

鉄骨で補強した構造である。SRC造とも呼ばれ、一般に高層建築に用いられる。
ホ）補強コンクリー卜ブロック構造・れんが造・石造
　コンクリートプロックをモルタルなとで接着し、補強のために鉄筋を使用した構造を

補強コンクリートブロック構造という。また、れんがを積んだものをれんが造、石を積

んだものを石造という。

b）施工法による分類
　建築構造を、建設現場における施工法により分類すると、組立て式・一体式・組積式に

分けられる。

イ）組立て式構造
　梁・柱・壁・床などの構造構成材を現場で組立てる方式を組立て式という。

＊「構
・
法
・
」とは建物・建物部位の構成方法、構造の計画から施工方法までを含む広い意味をもつのに対

し「工
・
法」は建物の組立て方、施工方法をいう。

第２章　建築構造

- 1 -

１. 建
けん

築
ちく

構
こう

造
ぞう

a）使用材料による分類
イ）木質構造
　木材は加工が容易で、軽量のわりに強く、その種類も多く、外観も日本人の好みにあっ

ている、などの利点もあるが、乾燥による狂いを生じ、腐りやすく、燃えやすいなどの

欠点もある。最近では、木材の長所を残し、欠点を補った各種の木質系材料が使用され

るようになり、木材だけを主要材料とする構造を表してきた木構造という名称の代りに、

木材および木質材料を使用するという意味で、木質構造という名称が使用されている。
　木質構造のおもなものには、在来軸組構法・枠組壁工法・木質プレハブ構法＊がある。

　ふつう建てられる木質構造には、壁の軸組（骨組）である柱が見える真壁式と柱が見
えないように壁仕上げをした大壁式とがある。
　真壁式は、寺社建築や数寄屋建築などに、大壁式は事務所建築に用いられることが多

い。また、一般の住宅には両者が併用されることが多い。

ロ）鉄筋コンクリート構造
　コンクリートは耐火性が高く、圧縮力に対して強いが、引張力に対しては非常に弱い。

これに対して、鉄筋は引張力に強いが、圧縮力に対して曲がりやすく、熱に弱く、さび

やすい性質を持っている。この２つの材料を組み合わせることによって、両者の長所を

生かし欠点を補った構造が鉄筋コンクリート構造でRC造とも呼ばれ、一般にひろく使
われている構造である。

けん

けん

じょう

し よう ざい ぶん るいりょう

もく

もく

もく

もく もく

しつ

しつ

しつ

しつ しつ

こう

こう

こう

こう

ぞう

ぞう

ぞう

ぞう

た

ざい らい わくじく

じく ほね

ぐみぐみ

ぐみ ぐみ はしら はしら み

かべ

かべ

かべ おお

おお

かべ

かべ

しき

しき じ む しょ

し あ

しん

しん

かべ

かべ

しき

しき じ す き やしゃ けん けん けんちく ちく ちく もち おお

おお

こう こうこうほう ほうほう

こうぶ ぞう るいしゅ

けん

じょう

ざい

もく か

り

けっ てん さい

もく

もく

ざい

ざい

しゅ よう ざい こう ぞう ぞう めい

めい

かわしょう

しょう

こうもくあらわりょう

きん もく ざい ちょうしょ のこ けっ てん おぎな かく しゅ もく

もく

しつ

しつ

けい ざい

ざい

し

し しい み

よう

よう よう

りょう

りょう

てん かん そう くる しょう くさ も

ざい こう よう けい つよ しゅ るい おお がい かん に ほん じん このりょうい

りょう せ こう ほう こう ぞう ぶんけい るいけいしき じょう

こうぶ ぞう しゅ るい ぶんるい ほう ほう いっ ぱん てき し よう

き じょう

じょう

き

き

ず じょう きぶ そこう こうぞう ぞう

こう

こう

めん

こう ぞう

こうぶ

ぶ

そ

そ

ぞう

ぞう

ぞう わき かそ ぶ

こう

こう

こう めん さかい

しゅ ぶん

ちく

ちく

ちく そ

ぞう

ぞう

ぞう ず

るい るい

てっ きん こう

たい

てっ

てっ

きん

きん

つよひっ ぱりりょくたい

せい しつ も

い けっ てん おぎな こう

こう

こうぞう

ぞう

ぞう よ いっ

いっ

ぱん

ぱん じゅうたく りょうしゃ へい よう

つかぞう

ざい く あ りょうしゃ ちょうしょりょう

か せい たか あっ

あっ

たい

たい まが ねつ

つよ ひっ ぱりりょく たい ひ よわ

よわ

じょうしゅく

しゅく

りょく

りょく

ぞう

１.

１-１

- 1 -



 － 19 －

第２章　建築構造

　組立て式のうち、梁・柱のように細長い部材（線材）を組み合わせて骨組を作る構造

法を、架構式・骨組式・軸組式などといい、壁・床など、のパネル（面材）を組み合わ
せる方式をパネル式、あらかじめ作られた室単位の箱などを組み合わせて構造体をつく
る方式をユニット式・モデュラ一式という。
　木質構造や鋼構造のほとんどは組立て式によって作られる。また、鉄筋コンクリート

の壁や床を工場生産し、現場で組立てる構法も組立て式である。

ロ）一体式構造
　鉄筋コンクリート構造や鉄骨鉄筋コンクリート構造のように、現場で型枠を組み、コ

ンクリートを流し込んで構造体を作る方法は、住・梁・床などが一体的に作られるので

一体式という。
ハ）組積式構造
　コンクリートブロック、れんが、石など比較的小さい部材を現場で積み重ねて構造体

を作る方法を組積式という。
　補強コンクリートブロック構造・れんが造・石造などの組積造は、組積式の代表的な

ものである。

c）構造形式・形状による分類
　建築構造の形には、長方形・三角形・山形・アーチ・ドームなどいろいろな形があるが、

それらを構造形式・形状による分類すると、トラス・ラーメン・アーチ・壁式構造・曲面
構造・折板構造などがある（図２―２）

（2）基礎構造
　基礎構造は、一般的に地面の中にあり、直接目に触れることが少ないが、上部構造を支え

ているもので、上部構造の良否を左右するほど重要なものである。

　基礎構造は基礎と地業に分けられる。基礎は上部構造を直接支えている部分で、地業は基
礎部分を支える地盤を強化するためのものである。基礎構造には、フーチング基礎・杭基礎・
ベた基礎（図２―３）などがあり、建物の構造・規模と地盤の状態とによって選択する。
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生かし欠点を補った構造が鉄筋コンクリート構造でRC造とも呼ばれ、一般にひろく使
われている構造である。

ハ）鋼構造
　鋼材は、強さが大きく、変形しにくく、非常にねばり強い材料であり、この鋼材を構

造体として使用したものが鋼構造である。鋼（鉄）材を骨組に使用するので鉄骨構造と
よばれたり、Ｓ造とも呼ばれる。
　鋼構造は、ふつう、Ｈ・Ｉ・Ｌ・C形などの断面をした形鋼を、ボルトや溶接によっ

て組み立てるが、大規模なものでも比較的安全かつ経済的につくることができる。

　形鋼のうち、薄い鋼板によってつくられるものを軽量形鋼といい、軽量形鋼でつくら
れた構造を軽量形鋼構造という。また、鋼管を骨組に用いたいものを鋼管構造という。
ニ）鉄骨鉄筋コンクリート構造
　鉄筋コンクリート構造と鋼構造の長所をとり入れたもので、鉄筋コンクリート構造を

鉄骨で補強した構造である。SRC造とも呼ばれ、一般に高層建築に用いられる。
ホ）補強コンクリー卜ブロック構造・れんが造・石造
　コンクリートプロックをモルタルなとで接着し、補強のために鉄筋を使用した構造を

補強コンクリートブロック構造という。また、れんがを積んだものをれんが造、石を積

んだものを石造という。

b）施工法による分類
　建築構造を、建設現場における施工法により分類すると、組立て式・一体式・組積式に

分けられる。

イ）組立て式構造
　梁・柱・壁・床などの構造構成材を現場で組立てる方式を組立て式という。

＊「構
・
法
・
」とは建物・建物部位の構成方法、構造の計画から施工方法までを含む広い意味をもつのに対

し「工
・
法」は建物の組立て方、施工方法をいう。
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図２―２　構造形式

⒜　単純梁

⒝　片持ち梁

⒞　連続梁
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図２―３　基礎の種類

２ ー ２ 　力および力のつりあい
（1）力およびカのモーメント
a）力
　ゴムボールを指で押すと形が変わる。また、ボールをバットで打つと、ボールの速さや

方向が変わる。これらの現象は、ボールに指やバットによる力が作用したためである。こ
のように、力は静止した物体を動かしたり、運動している物体に作用してその運動を変化

させたり、物体に変形を起こさせたりする。我々が日常経験する力には、ばねやゴムの力、

筋肉の力、重力（地球の引力）などがある。

連続基礎

基礎梁

⒜　フーチング基礎

⒝　べた基礎 ⒞　杭基礎
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図２―４　力の表示

b）力の３要素
　力は、大きさ・方向・作用点の３要素で表される。力の大きさはN（ニュートン）、kN（キ
ロニュートン）などの単位を用いて表し、図示する場合には矢印を用いて表す（図２―４

⒜）。

　いま、A点を作用点とすると、矢の長さABが大きさを表し、矢の向きが力の方向を表す。

また、ABの延長線をこの力の作用線という。

なお、A点に作用する力を図２―４⒝のように表示してもよい。

c）力のモーメント
　力のモーメントとは、力が物体を回転させようとする効果を表すものである。図２―５

（a）のように、ある点Oに関する力のモーメントMは、力ＰとＯ点までの距離 lとの積Ｐ・l

で表される。

　力のモーメント（M）＝力の大きさ（Ｐ）×距離（l）

１kNの大きさ ２kNの力

20㎜10㎜

A（作用点）
向き

B

作用線

力の
大き
さ

向き

A（作用点）

作用線

力の
大き
さ

（a）
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図２―４　力の表示
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　力のモーメント（M）＝力の大きさ（Ｐ）×距離（l）

１kNの大きさ ２kNの力
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図２―５　力のモーメント

　また、向きは回転させようとする方向で表し、図２―２⒝のように時計回りを正（＋）、

反時計回りを負（−）とする。力のモーメントの大きさは、力と距離の積であるので、N・

m（ニュートン・メートル）、kN・ｍ（キロニュートン・メートル）などの単位で表す（図

２―５⒞）。

（2）力の合成と分解
　２つ以上の力を１つの力に合わせることを力の合成といい、１つの力をこれと同じ作用を
もついくつかの力に分けることを力の分解という。
　力は、大きさだけでなく方向・作用点をもっているので、力を合成・分解するときには大

きさだけでなく方向と作用線の位置を考慮しなくてはならない。

　力の合成・分解の方法には、図式解法と数式解法があるが、ここでは主に図式解法につい

て述ベる。

a）力の合成
イ）2力の合成
　まず、２つの力Ｐ1、Ｐ2を合成することを考える。

　図２―６⒜、⒝のようにＰ1、Ｐ2が同じ作用線上にある場には、その大きさを加え合

わせるか、差し引けばよい。このように２つ以上の力が合成された力を合力という。
　図２―６⒞のように作用線が点Ｏで交わる２つの力Ｐ1、Ｐ2の合力Ｒは、Ｐ1、Ｐ2を

２辺とする平行四辺形OACBの対角線OCである。合力Ｒを求めるために書かれた平行

四辺形を力の平行四辺形という。
　また、図２―６⒟のように力Ｐ1の終点にＰ2を平行移動し、Ｐ2の矢印の先端とＰ1の

始点を結んだOBからも、合力Rは求められる。この三角形を力の三角形、または示力
図という。

l

１m

NN

N
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図２―６　２力の合成

　次に、作用線が平行する２力の場合の合成について考えてみる。

　図２―７⒜のように平行な２力Ｐ1、Ｐ2の合力Rの大きさは、２力の和、あるいは差

となり、合力の作用線は、同一作用線上にある1対の力Q（１対の力Qの合力はＯ）をそ

れぞれ加えて作られた合力Ｒ1、Ｒ2の作用線の交点を通る。

図２―７　並行な２力の合成（図解法）

第２章　建築構造

- 6 -

ぞうけんちくこう

ず

つぎ

ず

さ

さ

さ

ず へい こう りょく ごうせい ず かい ほう

さ

よう

よう

よう

よう

せん

せん

せん こう てん とお

せんじょうどう いつ つい つい

へい

へい

こう

こう

ば あいりょく

りょく

ちから ちから

りょく わ さ

ごう

ごう

ごうごう

ごうくわ つく

おお

せい

りょく

りょくりょく

りょく

かんが

ちから ごうせい

ひと

ちから ちから

さ よう せん

へい さんこう りょく ずし しへん かくけい けい

ごう りょく

１.

- 6 -



 － 26 －

第２章　建築構造

図２―10　作用線が一点に会さない３力の合成

b）力の分解
　力は、力の合成の手順の逆を行うことにより、任意の方向に分解できる（図２―11）。

　ある力を分解してできた力を、その力の分力という。特に図２―11⒜は、力Ｐを直角座
標のｘ、ｙ方向の分力Ｘ、Ｙに分解したものである。ふつう、力のことを考える場合には、

この直角座標を念頭において、ｘ・ｙ方向に分解して考えることが多く、ｘ方向のことを

水平方向、ｙ方向のことを鉛直方向という。

図２―11　力の分解
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（3）力のつりあい
　物体に力が作用しても、その物体が移動も回転もしない場合、これらの力はつりあってい

るという。いいかえれば、物体が移動も回転もしないためには、作用している力がつりあっ

ている必要がある。

a）移動しない条件
　図２―12⒜のように物体にいくつかの力が作用している場合、この物体が水平（ｘ）方

向にも鉛直（ｙ）方向にも移動しないためには、水平・鉛直各方向について力の大きさが

等しく、向きが反対でなければならない。いいかえれば、作用している力の合力が水平・

鉛直各方向について、それぞれ０でなければならない。

　数式で表すと、ΣX=０、ΣY=０である。

b）回転しない条件
　図２―12⒝のように、物体に偶力が作用する場合、移動しない条件を満足していても物

体は回転を起こしてしまう。

　物体が回転しないためには力の作用線が一致すること、すなわち、力のモーメントの和

が０でなければならない。

　数式で表すと、ΣM=０である。

図２―12　力のつりあい

作用線が一致し
ないと回転して
しまう。
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c）力のつりあい条件
　物体に作用する力がつりあうためには、前頁の移動しない条件・回転しない条件の項で

述べたように、次の２つの条件を満足しなければならない。

　　　　移動しない条件：水平方向に作用する力の和が０（ΣX＝０）
　　　　　　　　　　　　　　　鉛直方向に作用する力の和が０（ΣＹ=０）

　　　　　　　回転しない条件：力のモーメントの和が０（ΣＭ=０）
　この条件のいずれかでも満足されないと、物体は移動や回転を起こすことになる。

２ ー ３ 　建築物に作用する荷重・外力
　建築物に作用する力を、荷重あるいは外力という。建築物に作用する荷重・外力には、固定
荷重・積載荷重・積雪荷量・風圧力（風荷重ともいう）・地震力（地震荷重ともいう）などがある。
これらのうち、固定荷重・積載荷重・積雪荷重は重力により建築物の鉛直方向に働くので鉛直
荷重、風圧力・地震力は、おもに水平方向に動くので水平力または水平荷重とよばれる。
　また、荷重・外力は、その作用継続時間によって、常時荷重（長期荷重）・臨時荷重（短期荷重）
という分類をされることもある。常時荷重と考えるのは、固定荷重・積載荷重・多雪区域にお

ける積雪荷重で、臨時荷重と考えられるのは風圧力・地震力・多雪区域外における積雪荷重で

ある。

（1）固定荷重
　構造体・仕上材など建築物自身の重量、すなわち、柱・梁・壁・天井・床・たたみなどの

重量をいう。固定荷重は実情に応じて正確に設定することを原則とするが、表２―１の建築

物の部分については表の数値を用いることができる。

（2）積載荷重
　人間、家具、物品などの移動が比較的簡単にできるものの重量をいう。積載荷重の大きさ

は、積載物の種類、分布状況により異なるが、その数値は室の種類・計算対象により、表２

―２のような値をとる。

　同表で、床用、大梁・柱用、基礎用、地震力用に分かれているのは、物品の重量と人間の

重量の性質の違い、荷重の集中性・衝撃などの影響を考慮しているためである。
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表２―１　固定荷重

建築物
の部分 種　別 単位面積当たり荷重

（単位N/㎡） 備　考

屋根

瓦ぶき ふき土がない場合

屋根面につき

640 下地及びたるきを含み、もやを含まない。
ふき土がある場合 980 下地及びたるきを含み、もやを含まない。

波形鉄板ぶき もやに直接ふく場合 50 もやを含まない。
薄鉄板ぶき 200 下地及びたるきを含み、もやを含まない。
厚形スレートぶき 440 下地及びたるきを含み、もやを含まない。

木造の
もや

もやの支点間の距離が2m以下の場合
屋根面につき

50
もやの支点間の距離が4m以下の場合 100

天井
さお縁

天井面につき
100 つり木、受木及びその他の下地を含む。

繊維板張、打上げ板張、合板張又は金属板張 150
木毛セメント板張 200

床

木造の床 板張

床面につき

150 根太を含む。
畳敷 340 床板及び根太を含む。

コンクリート造の
床の仕上げ

板張 200 根太及び大引を含む。
フロアリングブロック張 150 仕上げ厚さ1cmごとに、そのセンチメー

トルの数値を乗ずるものとする。モルタル塗、人造石塗及
びタイル張

200

アスファルト防水層 150 厚さ1cmごとに、そのセンチメートルの
数値を乗ずるものとする。

壁

木造の建築物の壁の軸組

壁面につき

150 柱、間柱及び筋かいを含む。
木造の建築物の
壁の仕上げ

下見板張、羽目板張又は
繊維板張

100 下地を含み、軸組を含まない。

木ずりしつくい塗 340
鉄網モルタル塗 640

木造の建築物の小舞壁 830 軸組を含む。
コンクリート造の
壁の仕上げ

しつくい塗 170 仕上げ厚さ1cmごとに、そのセンチメー
トルの数値を乗ずるものとする。モルタル塗及び人造石塗 200

タイル張 200

表２―２　積載荷重

構造計算の対象

室の種類

床の構造計算をする
場合（単位N/㎡）

大ばり、柱又は基礎
の構造計算をする場
合（単位N/㎡）

地震力を計算する場
合（単位N/㎡）

（一） 住宅の居室、住宅以外の寝室又は病室 1,800 1,300 600
（二） 事務室 2,900 1,800 800
（三） 教室 2,300 2,100 1,100
（四） 百貨店又は店舗の売場 2,900 2,400 1,300
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（2）静定・不静定
　力のつりあい条件（ΣX=０、ΣY=０、ΣM=０の３式）だけで構造物の反力・応力（2ｰ6参照）
が求められる場合を静定（片持ち梁、単純梁）といい、つりあい条件の他に変形条件を加えな
ければ反力・応力などが求められない場合を不静定（一端ピン―他端固定、両端固定）という。
　図２―２の⒜、⒝、⒠は静定構造の例であり、⒞、⒟、⒡、⒢は不静定構造の例である。

（3）荷重と反力のつりあい
　図２―18⒜の単純梁を例にとって荷重と反力のつりあいについて考えてみる。

　この構造物が移動しないためには、

荷重と反力がつりあっていなければな

らない。そのためには⒝図のように支

点反力HA、VA、VＢと荷重Ｐ（水平方

向分力X、鉛直方向分力Y）が、力の

つりあいの項で述べたように、水平方

向と鉛直方向に移動しない条件と、回

転しない条件を満足していなければな

らない。

　　　　　　　図２―18　荷重と反力のつりあい

２ ー 6 　部材の応力
　構造物に作用する荷重は部材を通って支点に伝達され、支点の反力とつりあう。部材に伝達

される力を応力という（図２―19）。

⑴　応力の種類
　部材に生ずる主な応力には、軸方向
力、せん断力、曲げモーメントなどが
ある（図２―20）。これらの応力は、

断面力ともよばれる。

　　　　　　　　　　図２―19　応力の考え方
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a）軸方向力
　図２―20⒜のように部材の長さを変える応力を軸方
向力という。軸方向力は部材を伸ばす、あるいは縮め
ようとする一対の力であり、伸ばす力を引張力、縮め
る力を圧縮力という。図のように引張力となるときを
正（＋）、圧縮力となるときを負（－）とする。軸方

向力は主として、柱、トラス部材に生ずる応力である。

コンクリートは圧縮力に強く引張力に弱いため、鉄筋

コンクリート構造においては、コンクリートに引張力

が生じる部分を鉄筋で補強している。

b）せん断力
　図２―20⒝のように部材をずらそうとする一対の力

をせん断力という。一対の力が時計回り（↑・↓）に
作用する場合を正（＋）、反時計回り（↓・↑）に作

用する場合を負（－）とする。柱、梁、壁などに生じ

る応力である。

　鉄筋コンクリート構造においては、せん断破壊を防

止するために、柱を帯筋（フープ）、梁をあばら筋（ス

ターラップ）で補強している。

c）曲げモーメント
　図２―20⒞のように部材を曲げようとする一対の力

を曲げモーメントという。図のように曲げモーメント
が生じると部材の上下端の辺の長さが変わり、正方形

要素は扇形に変形する。辺の長さが伸びる側を引張

側、縮む側を圧縮側といい、引張側が下になる場合を

正（+）、上になる場合を負（－）とする。主として、柱、

梁に生じる応力である。

　鉄筋コンクリート構造においては、曲げモーメント

によって生じる引張力を柱主筋、梁主筋等で補強して

いる。

　部材の各点に生じている応力の大きさを知ることは、構造物の設計を合理的にするため

にも必要なことである。部材各点の応力の状態を表した図を応力図という。

a) 軸方向力 

 図 2-20(a)のように部材の長さを変える応力を軸

方向力という。軸方向力は部材を伸ばす、あるいは

縮めようとする一対の力であり、伸ばす力を引張力、

縮める力を圧縮力という。図のように引張力となる

ときを正(＋)、圧縮力となるときを負（－）とする。

軸方向力は主として、柱、トラス部材に生ずる応力

である。コンクリートは圧縮力に強く引張力に弱い

ため、鉄筋コンクリート構造においては、コンクリ

ートに引張力が生じる部分を鉄筋で補強している。 
 
b) せん断力 

 図 2-20(b)のように部材をずらそうとする一対の

力をせん断力という。一対の力が時計回り（↑･↓）

に作用する場合を正（＋）、反時計回り（↓･↑）に

作用する場合を負（－）とする。柱、梁、壁などに

生じる応力である。 
 鉄筋コンクリート構造においては、せん断破壊を

防止するために、柱を帯筋（フープ）、梁をあばら

筋（スターラップ）で補強している。 
 
c) 曲げモーメント 

 図 2-20(c)のように部材を曲げようとする一対の

力を曲げモーメントという。図のように曲げモーメ

ントが生じると部材の上下端の辺の長さが変わり、

正方形要素は扇形に変形する。辺の長さが伸びる側

を引張側、縮む側を圧縮側といい、引張側が下にな

る場合を正（+）、上になる場合を負（－）とする。

主として、柱、梁に生じる応力である。 
 鉄筋コンクリート構造においては、曲げモーメン

トによって生じる引張力を柱主筋、梁主筋等で補強

している。 
 
 部材の各点に生じている各応力の大きさを知ることは、構造物の設計を合理的にするた

めにも必要なことである。部材各点の応力の状態を表した図を応力図という。 
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a）軸方向力
　図２―20⒜のように部材の長さを変える応力を軸方
向力という。軸方向力は部材を伸ばす、あるいは縮め
ようとする一対の力であり、伸ばす力を引張力、縮め
る力を圧縮力という。図のように引張力となるときを
正（＋）、圧縮力となるときを負（－）とする。軸方

向力は主として、柱、トラス部材に生ずる応力である。

コンクリートは圧縮力に強く引張力に弱いため、鉄筋

コンクリート構造においては、コンクリートに引張力

が生じる部分を鉄筋で補強している。

b）せん断力
　図２―20⒝のように部材をずらそうとする一対の力

をせん断力という。一対の力が時計回り（↑・↓）に
作用する場合を正（＋）、反時計回り（↓・↑）に作

用する場合を負（－）とする。柱、梁、壁などに生じ

る応力である。

　鉄筋コンクリート構造においては、せん断破壊を防

止するために、柱を帯筋（フープ）、梁をあばら筋（ス

ターラップ）で補強している。

c）曲げモーメント
　図２―20⒞のように部材を曲げようとする一対の力

を曲げモーメントという。図のように曲げモーメント
が生じると部材の上下端の辺の長さが変わり、正方形

要素は扇形に変形する。辺の長さが伸びる側を引張

側、縮む側を圧縮側といい、引張側が下になる場合を

正（+）、上になる場合を負（－）とする。主として、柱、

梁に生じる応力である。

　鉄筋コンクリート構造においては、曲げモーメント

によって生じる引張力を柱主筋、梁主筋等で補強して

いる。

　部材の各点に生じている応力の大きさを知ることは、構造物の設計を合理的にするため

にも必要なことである。部材各点の応力の状態を表した図を応力図という。

a) 軸方向力 

 図 2-20(a)のように部材の長さを変える応力を軸

方向力という。軸方向力は部材を伸ばす、あるいは

縮めようとする一対の力であり、伸ばす力を引張力、

縮める力を圧縮力という。図のように引張力となる

ときを正(＋)、圧縮力となるときを負（－）とする。

軸方向力は主として、柱、トラス部材に生ずる応力

である。コンクリートは圧縮力に強く引張力に弱い

ため、鉄筋コンクリート構造においては、コンクリ

ートに引張力が生じる部分を鉄筋で補強している。 
 
b) せん断力 

 図 2-20(b)のように部材をずらそうとする一対の

力をせん断力という。一対の力が時計回り（↑･↓）

に作用する場合を正（＋）、反時計回り（↓･↑）に

作用する場合を負（－）とする。柱、梁、壁などに

生じる応力である。 
 鉄筋コンクリート構造においては、せん断破壊を

防止するために、柱を帯筋（フープ）、梁をあばら

筋（スターラップ）で補強している。 
 
c) 曲げモーメント 

 図 2-20(c)のように部材を曲げようとする一対の

力を曲げモーメントという。図のように曲げモーメ

ントが生じると部材の上下端の辺の長さが変わり、

正方形要素は扇形に変形する。辺の長さが伸びる側

を引張側、縮む側を圧縮側といい、引張側が下にな

る場合を正（+）、上になる場合を負（－）とする。

主として、柱、梁に生じる応力である。 
 鉄筋コンクリート構造においては、曲げモーメン

トによって生じる引張力を柱主筋、梁主筋等で補強

している。 
 
 部材の各点に生じている各応力の大きさを知ることは、構造物の設計を合理的にするた

めにも必要なことである。部材各点の応力の状態を表した図を応力図という。 
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（2）　応力図
a）単純梁
　図２―21―aは単純梁に集中荷重が作用した場合

の応力図の例である。（例　橋げた）

　単純梁は図２―21―aの①に示すように、梁の下

側が引張側になるように変形し、②に示すように曲

げモーメントは中央部が最も大きくなる。

　このため、梁は中央の下側に主筋を多く配筋する。

b）片持ち梁
　図２―21―bに示すように片持ち梁は、「ひさし」

のような状態の梁である。一端が固定支点で他端が

自由な梁である。（例　バルコニー）

　片持ち梁は図２―21―bの①に示すように、梁の

上端が引張側になるように変形するので、上側に主

筋を多く配筋する。片持ちスラブも同様である。せっ

かく上側に配筋した鉄筋が、下にさがってしまって

は役に立たず、片持ち形式の部材は折れてしまう。

（2）応力図 
a) 単純梁 
 図 2-21-a は単純梁に集中荷重が作用した場

合の応力図の例である。（例 橋げた） 
 単純梁は図 2-21-a の①に示すように、梁の下

側が引張側になるように変形し、②に示すよう

に曲げモーメントは中央部が最も大きくなる。

このため、梁の中央の下側に主筋を多く配筋す

る。 
 
 
 
 
 
 
b) 片持梁 
 図 2-21-b に示すように片持梁は、「ひさし」の

ような状態の梁である。一端が固定支点で他端が

自由な梁である。（例 バルコニー） 
 片持梁は図 2-22-a の①に示すように、梁の上端

が引張側になるように変形するので、主筋が上側

に多く配筋される。片持スラブも同様である。せ

っかく上側に配筋した鉄筋が、下にさがってしま

っては役に立たず、片持形式の部材は曲がり落ち

てしまう。 
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（2）　応力図
a）単純梁
　図２―21―aは単純梁に集中荷重が作用した場合

の応力図の例である。（例　橋げた）

　単純梁は図２―21―aの①に示すように、梁の下

側が引張側になるように変形し、②に示すように曲

げモーメントは中央部が最も大きくなる。

　このため、梁は中央の下側に主筋を多く配筋する。

b）片持ち梁
　図２―21―bに示すように片持ち梁は、「ひさし」

のような状態の梁である。一端が固定支点で他端が

自由な梁である。（例　バルコニー）

　片持ち梁は図２―21―bの①に示すように、梁の

上端が引張側になるように変形するので、上側に主

筋を多く配筋する。片持ちスラブも同様である。せっ

かく上側に配筋した鉄筋が、下にさがってしまって

は役に立たず、片持ち形式の部材は折れてしまう。

（2）応力図 
a) 単純梁 
 図 2-21-a は単純梁に集中荷重が作用した場

合の応力図の例である。（例 橋げた） 
 単純梁は図 2-21-a の①に示すように、梁の下

側が引張側になるように変形し、②に示すよう

に曲げモーメントは中央部が最も大きくなる。

このため、梁の中央の下側に主筋を多く配筋す

る。 
 
 
 
 
 
 
b) 片持梁 
 図 2-21-b に示すように片持梁は、「ひさし」の

ような状態の梁である。一端が固定支点で他端が

自由な梁である。（例 バルコニー） 
 片持梁は図 2-22-a の①に示すように、梁の上端

が引張側になるように変形するので、主筋が上側

に多く配筋される。片持スラブも同様である。せ

っかく上側に配筋した鉄筋が、下にさがってしま

っては役に立たず、片持形式の部材は曲がり落ち

てしまう。 
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c）ラーメン部材
　ラーメン構造には、通常、図２―22―aに示すような鉛直荷重（固定荷重＋積載荷重）

による曲げモーメントと、図２―22―bのような水平荷重（主として地震力）による曲げ

モーメントが生じる。

　したがって、それぞれの曲げモーメントとの組合せから、配筋に関しては次のようなこ

とが一般的にいえる。

イ）　梁

i）中央部は、鉛直荷重による曲げモーメントが大きいので、下端に鉄筋を多く入れる。

ii）端部は、鉛直、水平荷重とも曲げモーメントを生ずるが、特に水平荷重による曲げモー

メントが大きいので上下端とも鉄筋を多く入れる（上端の方がより多い）。

ロ）　柱

i）端部は、鉛直、水平荷重とも曲げモーメントが大きいので、鉄筋を多く入れる。

ii）中央部は、曲げモーメントは小さいが、配筋上、端部と同じにする。

　　　　　　　　　　　　図２―22―a　　　　　　　　　　　　　図２―22―b

　以上のほか、せん断力が柱および梁にかかるから、梁にはスターラップ、柱にはフープ

を入れなければならない。地震時の破壊状況では、柱と梁の接合部コンクリートが破壊す

ることがあり、この部分にもフープまたはスターラップを配筋する。
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c）ラーメン部材
　ラーメン構造には、通常、図２―22―aに示すような鉛直荷重（固定荷重＋積載荷重）

による曲げモーメントと、図２―22―bのような水平荷重（主として地震力）による曲げ

モーメントが生じる。

　したがって、それぞれの曲げモーメントとの組合せから、配筋に関しては次のようなこ

とが一般的にいえる。

イ）　梁

i）中央部は、鉛直荷重による曲げモーメントが大きいので、下端に鉄筋を多く入れる。

ii）端部は、鉛直、水平荷重とも曲げモーメントを生ずるが、特に水平荷重による曲げモー

メントが大きいので上下端とも鉄筋を多く入れる（上端の方がより多い）。

ロ）　柱

i）端部は、鉛直、水平荷重とも曲げモーメントが大きいので、鉄筋を多く入れる。

ii）中央部は、曲げモーメントは小さいが、配筋上、端部と同じにする。

　　　　　　　　　　　　図２―22―a　　　　　　　　　　　　　図２―22―b

　以上のほか、せん断力が柱および梁にかかるから、梁にはスターラップ、柱にはフープ

を入れなければならない。地震時の破壊状況では、柱と梁の接合部コンクリートが破壊す

ることがあり、この部分にもフープまたはスターラップを配筋する。
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２ ー ７ 　基礎および地盤
（1）基　礎
　基礎は、建物から伝わる力を確実に地盤に伝えるためのもので、通常、地面の下にかくれ

て見えないが、基礎構造なしに建築は存在しえず、建物の良否を左右するほど重要なもので

ある。基礎構造は、図２―23のように地業と基礎に分けられるが、広い意味で基礎という場
合には基礎と地業の両方をさす。地業は地盤を補強するためのもので、割ぐり地業、砂利地
業、杭地業などがある。
　広い意味の基礎は、地盤の支持方法によって、直接基礎と間接基礎にわけられる。直接基
礎とは、基礎が直に支持地盤に接している基礎をいい、フーチング基礎とベた基礎とがある。
布基礎とよばれるものはフーチング基礎の一種である。これに対して、杭基礎のようにフー
チングと支持地盤との間に杭など荷重を伝達するものがある基礎を間接基礎という。間接基

礎は、フーチング直下が直接支持させることが危険な地盤のとき、下層の強固な地盤に支持

させるために用いられる。

図２―23　基礎構造

（2）地　盤
　基礎構造、ひいては上部構造を支持する地盤の状態を知ることは、構造物の安全を考える

うえで、重要なことである。

　地盤の状態は、地層の配列順序や分布の状態、各地層を構成する土の性質、地下水の状況

などによって決まる。地盤の状況を知るためには、現地でのボーリングなど各種の調査のほ
か、現場付近で行われた既往の調査結果などを比較検討することにより詳しく知ることがで

きる。

　地盤は、一般に年代の古いものほど硬く、新しい地盤（沖積層＊など）ほど軟弱である。特に、

河川のたい積作用によってできた地盤や埋めたてなどによって人工的につくられた地盤は軟

杭基礎

杭 砂利
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コンクリート
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２ ー ８ 　鉄筋コンクリート構造
　鉄筋コンクリート構造とは、鉄筋とコンクリートの両方の利点を組合わせ欠点を補った構造

である。

　英語でreinforced concrete（補強コンクリート）と呼ばれ、このｒとｃを取って一般的には

ＲＣ構造といわれている。鉄筋とコンクリートの複合体であり、特に引張強度の低いコンクリー

トの欠点を鉄筋で補うという巧妙な方法による人工的構造部材と云える。

　コンクリートは、耐久性、耐火性があり、型枠（かたわく）を組めば自由な形をつくること

ができる。強度の性質は、圧縮強度が強いが、反対の引張強度は圧縮強度の10分の１程度であ

る。鉄筋は、野外に放置したままでは錆が生じる。また、図２―25に示すように温度によって

強度が変化する。温度が200度くらい迄は強度が増すが、250度〜300度を超えると強度は急激

に減少する。約500度を超えると強度は常温の時の１/２以下となる。常温での強度は引張、圧

縮とも極めて大きい。

　そこで、コンクリートの引張強度を増すために鉄筋を使用し、鉄筋のさびの発生を防ぐため

コンクリートで包み、被覆を十分にとれば火災からも守れる。なお、コンクリートと鉄筋の熱

膨張率がほぼ一致していることなど、組合わせに都合のよい条件がそろっているので、大規模

な建築物に用いられている。

　鉄筋コンクリート造には、柱、梁、床スラブを主体にした構造と、低層集合住宅にみられる

ように、柱がなく、壁、梁、床スラブで構成している構造があり、後者を壁式鉄筋コンクリー
卜造という。

図２―25　温度による鋼材の強度変化
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図２―26　鉄筋コンクリート構造の骨組
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a）梁
　梁は構造力学的には長方形梁とＴ形梁に大別することができる。長方形梁は、長方形断
面の梁であるが、床版と一体となっている梁は、床版の一部を梁の一部と考えれば、梁の

中央部においては、圧縮側（上側）のコンクリート断面積が大きくなり経済的となる。こ

れをT形梁という。しかし両端においては、曲げモーメントは逆となるから、T形梁とし

て取扱えないので長方形梁として考える。建築基準法施行令第七十八条によれば、梁の主

筋は複筋梁とし、これにあばら筋を梁のせいの３/４以下の間隔で配置する。

b）床（スラブ）
　鉄筋コンクリート造スラブは、普通は四辺を梁でささえられているから、一般には、四

辺を固定されている状態である。

　スラブは構造力学的にはせいの小さい平たい梁と考えればよい。正方形のスラブの場合

は、荷重はどちらのスパンの方向にも一様に伝わるが、細長いスラブでは、荷重は大部分

がスパンの短いほうに伝わる。短いスパンの方向に配筋する鉄筋を主筋、これと直交方向

に配筋される鉄筋を配力筋という場合がある。一般的には主筋および配力筋はスパンの中

央部の下端に多く配筋し、両端は上端に多く配筋する。

　建築基準法施行令第七十七条の二によれば、スラブ厚さは８㎝以上、かつ短辺有効張り

間長さの１/40以上とする。

　鉄筋の間隔は短辺方向においては20㎝以下、長辺方向においては30㎝以下で、かつスラ

ブ厚さの３倍以下とする。

２ ー ９ 　鉄筋の定着および継手
（1）図２―27に示すようなコンクリートに埋め込んだ鉄筋を引張るとどうなるであろう。
　鉄筋の引張力以上に引張ると、鉄筋は伸びて切れてしまう。しかし、鉄筋の定着長さが短

いと、鉄筋は切れる前にコンクリート

から抜け出してしまう。鉄筋の定着力

は、コンクリートとの付着力で決まる

ので、コンクリートに接する鉄筋の表

面積に比例する。

　柱、梁の定着長さおよび継手長さも

同様に考えればよい。引張力によって、

鉄筋が抜け出る前に、鉄筋が切れるよ

うな定着長さや継手長さをとっておけ

ば、最も合理的な設計である。一般に

定着長さＬと指定しているのは、この

ような力学的意味を持っている。

コンクリート

鉄筋

定着長さ（L）定着長さ（L）

図２―27
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　鉄筋コンクリート造においては、鉄筋の定着長さと継手長さは特に重要であって、これが

不足すると梁の応力を柱に伝えることが出来ない。

　定着はどうして必要か：外力に充分耐えられる柱・梁等があってもそれがしっかり結合して

いなければ構造物としての用はなさない。柱と梁をしっかり結合するためには、梁の主筋を柱

の中に十分埋め込ませる必要がある。埋め込みが不足すると、図２―28に示すように梁主筋が

柱のコンクリートを欠き出してしまう。ではいくら埋め込んだら抜け出ないか、その必要な長

さが定着長さである。スラブと梁、小梁と大梁等全てこのようにして結合する。

　また、限られた定尺（標準長さ）の鉄筋を現場で連続な鉄筋とするための鉄筋の接合部、あ

るいは太さの異なる鉄筋相互の接合部が継手である。 

定着の長さ 定着の長さ

図 3.2.32 梁筋の柱への定着 

柱 

梁 梁 

柱 
(a)梁筋の柱への定着 (b)梁筋の柱への定着不足 

図２―28　梁筋の柱への定着不足
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２ ー10　第２章の関連必須課題

①　鉄筋コンクリート造の建築物は、不静定ラーメン構造である。

②　鉄筋コンクリート造は剛接合のラーメン構造である。

③　鉄筋コンクリート造で、主に鉄筋は引張力、コンクリートは圧縮力を負担する。

④　鉄筋コンクリート造は、柱、梁、床、壁、基礎をすべて連続した、一体式構造である。

⑤　鉄筋コンクリート造が、耐火的であるのはコンクリートの耐火性によるものである。温度

が250度〜300度を超えると鋼材の強度は急激に低下するが、コンクリートは熱容量が大きい

ので、火災のときも、梁、柱、などの主要部材の内部は高温とならない。

⑥　片持ち梁とは一端が固定で、他端が自由な梁のことである。

⑦　片持ち梁では、上筋には引張力、下筋には圧縮力が働く。

⑧　片持ち梁主筋は、上端に多く配筋される。

⑨　梁にかかる応力に対して、一般的に梁の主筋は曲げモーメントを負担し、あばら筋（スター

ラップ）はせん断力を負担する。

⑩　弾性とは外力を与えて変形したものが、外力をとりのぞいた時に元に戻る性質をいう。

⑪　トラスは、主として軸方向力によって外力に抵抗する。

⑫　トラス構造は、軸方向力によって力を伝達する。

⑬　静定トラスの応力は、力のつりあい条件から求められる。

⑭　屋根の形状の名称は下記の通りである。

⑮　建築物に作用する荷重・外力

　イ．固定荷重……建物の自重

　ロ．積載荷重……人間による荷重と物品による荷重

　ハ．積雪荷重

　ニ．風圧力

　ホ．地震力

⒝ 寄せ棟 ⒠ 切　妻⒞ 入もや ⒟ 片流れ

①→

①→

②→

⒜ 方　形

②↑
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　ヘ．その他　土圧、水圧、震動、衝撃

⑯　建築構造部材

　イ．引張材……ブレース

　ロ．圧縮材……柱

　ハ．曲げ材……梁

　ニ．部材の長期応力は、常時荷重による応力をいう。

　ホ．梁に加わる荷重の種類は下図のとおりである。

⑰　建築基準法でいう主要構造部とは、壁、柱、床、梁、屋根、または階段のことをいう。

　イ．基　礎……建物を支持する。

　ロ．柱…………ラーメン構造の柱に働く応力は、軸方向力、曲げモーメント及び、せん断力

の三つである。

　ハ．梁…………主として曲げモーメントとせん断力を受ける。

⑱　基礎の種類

　イ．ベタ基礎

　ロ．連続基礎

　ハ．独立基礎

⑲　同じ断面の部材を梁に使用する場合、イよりロのようにせいが大きいほど有効である。

⑳　梁を回転端と移動端で支えたものを単純梁という。　　図　イ

㉑　梁を両側共固定端で支えたものを両端固定梁という。　図　ロ

㉒　片側固定で他端は自由なものを片持ち梁という。　　　図　ハ

㉓　鉄筋の重ね継手において、コンクリートの付着応力によって一方の鉄筋へ応力が伝達され

る。

イ ロ

イ ロ ハ
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㉔　「JASS５」によれば、末端のフックは重ね長さには加算されない。

㉕　「日本建築学会、鉄筋コンクリート構造計算基準第16条」に鉄筋の付着による応力伝達は、

フック部は１/３を、残りの２/３は直線部が負担するという考え方が示されている。

㉖　鉄骨鉄筋コンクリート造とは、鉄骨の働きにより、鉄筋コンクリートよりも大きな変形に

至るまで崩壊することがない粘り強い構造である。

㉗　鉄骨鉄筋コンクリート構造は、鉄筋コンクリート構造より大きなスパンの構造物が設計で

きる。

㉘　鉄骨造でもラーメン構造はできる。ラーメン構造とは、柱・梁の節点が全部剛接の骨組で、

鉄骨造の節点は高力ボルト、溶接等で剛接合にすることができる。

㉙　プレハブ構造とは、工場であらかじめ部材を制作しておいて現場での工期、工数の減少を

ねらいとするもので、在来工法にくらべ現場の工期は相当短縮できる。

㉚　住宅のプレハブには木質系と鉄骨系とコンクリート系がある。

㉛　木質構造建物は、一般に、ピン構造のものが多い。

㉜　常時荷重の場合、下図のトラスで太線で示した部材は、圧縮材である。

㉝　鉄骨造は壁式鉄筋コンクリート造に比べて、大スパンの構造に適している。

㉞　ガセットプレートとは、鉄骨構造の節点において、部材を接合するために用いる鋼板である。

㉟　H形鋼の各部の名称

㊱　スタッドジベルとは鉄骨に付ける頭付きスタッドを用いたジベルのこと。シャーコネク

ターともいう。

㊲　一般的に高力ボルト接合は、鋼板の摩擦により、応力を伝達することが多い。
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第３章　施工法（鉄筋の加工及び組立ての仕様書）

　鉄筋工事に関する配筋基準を、次の４つの文献のそれぞれ最新年度版から抽出して、本文を枠

で囲って掲載する。

１．建築工事標準仕様書・同解説　JASS５（略称：JASS５）　 2009年度版日本建築学会編

２．鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説（略称：配筋指針）2010年度版日本建築学会編

３．公共建築工事標準仕様書（略称：標仕）　　　　　　　　平成25年度版公共建築協会編

４．壁構造配筋指針（略称：壁構指針）　　　　　　　　　　2013年度版日本建築学会編

３ ― 1 　共　通　事　項
３―１―１　鉄筋の加工

３―１―１―ａ　鉄筋の折り曲げ（形状）� JASS５

※壁式構造配筋指針によれば，SD295A，SD295BならびにSD345の鉄筋で
かつ呼び名がD13以下であって，折曲げに際して割れ，ひび割れ等が生じ
ないことが確かめられた場合でかつ，折曲げ部内側に直交方向にD13以上
の補強筋を配する場合に折曲げ内法直径を2dとしてもよい．
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３―１―１―ｂ　加工寸法の許容差� JASS５

３―１―１―ｃ　鉄筋の間隔・あきの最小寸法� JASS５

※標指によれば隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍となっている。
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３―１―２　鉄筋の継手及び定着長さ

３―１―２―ａ　鉄筋の定着� JASS５
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［注］＊片持ち梁・片持ちスラブの下端筋を直線定着する場合は，25d以上とする．

＊
＊
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JASS５

３―５―３　大梁下筋の定着� 配筋指針

　梁下端筋を曲げ下げる納まりは、配筋指針ではやむを得ない納まりとして残した．ただし，

下端筋の曲下げ定着は，定着強度が低下する上に柱梁接合部のせん断性能も低下するので，

やむを得ない場合以外は採用しない．採用する場合にはRC基準（2010年版）の17条の解説

を参考にして，下柱に付加的な帯筋を配筋するなど特別な配慮をすることが望ましい．また，

下端筋を曲げ上げることは，梁筋が過密になっている場合に柱梁接合部へ納めにくいとの意

見もあるが，曲上げ定着の方が接合部内での力の流れが明解であり，基礎梁の納め方と同じ

く曲上げ定着を標準的納まりとした．
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３―１―２―ｂ　重ね継手の長さ� JASS５

表 10.7　異形鉄筋の重ね継手の長さ
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図 10.11　溶接金網の重ね継手

図 10.9　隣接鉄筋の重ね継手のずらし方
ず りん せつ てっ きん かさ つぎ て かた

いじょう

やく

みじか ぶ  ざい

む　　り

よこ　せん　かん　かくよこ　せん　かん　かく い　じょう

い　じょう
おう　 りょく　 でん　 たつ　 つぎ　 て わ

わ よう あみせつ つぎかな かさ て

はば ようせい せつぎょ かな ばよう あみ あい
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３―１―３　鉄筋のかぶり厚さ

３―１―３　最小かぶり厚さと設計かぶり厚さ� JASS５

　設計かぶり厚さは、かぶり厚さの標準値を示したものであり、鉄筋の配筋・型枠の組立ての際

の施工誤差およびコンクリートの打込み・締固めの際の型枠・鉄筋の移動で施工誤差を生じても、

構造体において、最小かぶり厚さおよび建築基準法施行令で定められたかぶり厚さを確保するた

めに、施工誤差を考慮して定められたものである。JASS５では最小かぶり厚さの値に原則とし

て10㎜を加えた値を設計かぶり厚さとしているが、必要に応じて、さらに余裕を持たせておくこ

とが望ましい。

最小かぶり厚さ

設計かぶり厚さ
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３―１―４　鉄筋のサポートおよびスペーサーの種類および数量・配置の標準� JASS５

 － 69 －

第３章　施　工　法

３―３―４　あばら筋の形状・配筋� 標仕

あばら筋の組立の形及びフック位置

⒝　基礎梁のあばら筋

３―３―５　� 配筋指針
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３ ― ４ 　柱
３―４―１　柱筋の配筋� 配筋指針

３―４―２　柱の継手位置と定着� JASS５

 － 71 －
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３―４―３　フープ筋の形状・配筋� 配筋指針

� 標仕

第３章　施　工　法
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３ ― ５ 　梁
３―５―１　大梁筋の配筋� 配筋指針

３―５―２　大梁筋の継手及び定着� JASS５

標仕
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３―５―４　小梁筋の配筋� 配筋指針

３―５―５　小梁の継手及び定着� JASS５

 － 78 －
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３―５―７　あばら筋・腹筋・幅止め筋� 標仕
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配筋指針

（1）　あばら筋の形状

幅止め筋の形状は３―３―５にならう。

（2）　腹　　筋
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３ ― ６ 　壁
３―６―１　一般壁の配筋� 標仕

配筋指針

※　原則として，柱及び梁内に，壁筋の継手を設けてはいけない。
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３―６―２　壁筋の継手� 配筋指針
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３ ― ７ 　ス　ラ　ブ
３―７―１　スラブの配筋� 配筋指針

標仕

 － 86 －
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３―７―２　スラブ筋の継手位置� 配筋指針

メ　　　モ：スラブ筋の継手は，梁幅内に設けないことが望ましい．（a）図の＊印の定着は隣接す
るスラブ配筋が異なる場合など，やむを得ない場合とする．
（b）図の下端筋では，＊＊印の継手は設けず梁に定着する場合が多い．
べた基礎（耐圧スラブ）のスラブ筋の継手位置は，（a）（b）の図で上端筋→下端筋，
下端筋→上端筋として扱えばよい．

３―７―３　スラブ筋の定着� 配筋指針

（ａ），（ｄ），（ｅ）のフック付き定着長さは、定着起点から鉄筋先端までの全長をL2以上，

余長を8dかつ150㎜以上とし,定着起点から鉄筋外面までの投影定着長さをLb以上、かつ梁

の中心を超えることとする．
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３ ―11　第３章の関連必須課題

①　主筋の継手の位置は、なるべく応力の大きい所を避けると共に、同一箇所に集中しないこと。

②　梁筋の継手位置（配筋指針）

　イ．ガス圧接継手の場合

　ロ．重ね継手の場合

L

0.5L

L

1.5L

約 0.5Lずらす

1.5L 以上ずらす（短い
スパンの部材では無理
な事がある。）

}
}
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　ハ．片持梁筋の継手位置

③　基礎梁筋の継手位置（配筋指針）

④　鉄筋コンクリート造配筋指針によれば、あき重ね継手は下図の通りである。

○：継手の中央位置を示す
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⑤　溶接金網の重ね継手長さはそれぞれの最外端横筋の間である。

⑥　重ね継手は、水平重ね・上下重ねのいずれでもよい。

⑦　柱筋の継手位置（配筋指針）
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⑧　日本建築学会建築工業仕様書（JASS５）では定着及び継手長さは下表の通りである。
ａ．鉄筋の継手の位置は，特記による．特記のない場合はｅ項による．
ｂ．鉄筋の定着の長さおよび方法は，特記による，特記のない場合，小梁，スラブの下端筋を除く異形

鉄筋の直線定着の長さ L2 は表 10.4（a）の数値，フック付きの長さ L2h は同表（b）の数値による．
表　10.4　異形鉄筋の定着の長さ

（a）直線定着の長さ L2

コンクリートの
設計規準強度
Fc（N/mm2）

SD 295A
SD 295B SD 345 SD 390 SD 490

18 40d 40d ― ―

21 35d 35d 40d ―

24 〜 27 30d 35d 40d 45d

30 〜 26 30d 30d 35d 40d

39 〜 45 25d 30d 35d 40d

48 〜 60 25d 25d 30d 35d

（b）フック付き定着の長さ L2h

コンクリートの
設計規準強度
Fc（N/mm2）

SD 295A
SD 295B SD 345 SD 390 SD 490

18 30d 30d ― ―

21 25d 25d 30d ―

24 〜 27 20d 25d 30d 35d

30 〜 36 20d 20d 25d 30d

39 〜 45 15d 20d 25d 30d

48 〜 60 15d 15d 20d 25d

［注］（1）表中の d は，異形鉄筋の呼び名の数値を表し，丸銅には
適用しない．

（2）フック付き鉄筋の定着の長さ L2h は，定着起点から鉄筋
の折曲げ開始点までの距離とし，折曲げ開始点以降のフッ
ク部は定着長さに含まない．

（3）フックの折曲げ内法直径 D および余長は，特記のない場
合は表 10.2 による．

（4）軽量コンクリートを使用する場合の定着長さは特記による．特記がない場合は，Fc ≦ 36N/mm2

の軽量コンクリートと SD 490 以外の異形鉄筋を対象として，表 10.4 の数値に 5d 以上加算した定
着長さとし，工事監督者の承認を得ること．
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P22. 2-1-1-a 鉄筋の折り曲げ（形状）による .
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⑨　「JASS５」によれば、定着は直線定着とフック付き定着の２種類がある。

⑩　「JASS５」によれば、仕口内に90°折り曲げ定着する鉄筋の定着長さがフック付き鉄筋の

定着長さを満足しない場合の定着の方法がある。

⑪　鉄筋の定着長さ及び継手長さは、コンクリート強度と鉄筋強度によって変わる。　

⑫　普通コンクリートと同じ強度の軽量コンクリートの場合、鉄筋の定着の長さは、５ｄ長く

する。

⑬　配筋指針によれば梁の腹筋の定着長さは、30㎜程度でよい。
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⑭　小梁の終端側の中央下端主筋の余長は l o/６からとる。

⑮　スパイラルフープとは、柱の軸方向筋を、らせん状に連結し圧縮により軸方向筋が外に出

るのを防ぎ、またせん断補強をする鉄筋のことである。

⑯　鉄筋コンクリート工事に関する組合せ

コンクリート―バイブレーター

鉄筋―バーベンダー

型枠―セパレーター

⑰　関連用語

コンクリート――ミキサー　　　（コンクリートねりまぜ機械）

鉄　　　　筋――シャーカッター（鉄筋の切断機械）

型　　　　枠――セパレーター　（型枠の間隔を保つ為のもの）

⑱　補強コンクリートブロック造に用いるブロックの寸法は、高さ190㎜、長さ390㎜である。

⑲　携帯用の電動工具

　　電撃防止の為、小型の電動工具といえども、アースをとっておく事は必要である。

⑳　鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨には、次のプレートが使われている。

ベースプレート――柱脚部

カバープレート――柱、梁

ガゼットプレート―柱、梁

㉑　鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨には次のものが使用されている。

アンカーボルト

シャーコネクター

高力ボルト

㉒　鉄骨構造の床版は、シャーコネクターにより鉄骨とコンクリート版を一体化させている。

㉓　鉄筋工事では加工絵符を作成し正しく加工する。

㉔　加工絵符に記入する加工寸法は突き当て寸法を記入する。

㉕　主な加工機

曲げ機（ベンダー）

切断機（カッター）

㉖　加工機が逆転する場合は配線が逆である。（３相200Ｖ）
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㉗　曲げ加工機で鉄筋を折り曲げ加工する場合、Ｄ19よりＤ32を折り曲げるときは、回転速度

をおそくした方がよい。

㉘　バーベンダーによる折り曲げ加工の場合、鉄筋の径が基準となっているから、Ｄ25からＤ

16の折り曲げ加工にかわる場合は、だぼ、リングを小さいものに替える必要がある。

㉙　日本建築学会建築工事標準仕様書（JASS５）によれば、鉄筋は加熱による加工をしては

ならない。

㉚　柱の帯筋（フープ）末端の曲げ角度は、すべて135°が原則である。

㉛　基礎梁の下端に耐圧スラブが付く場合のＬ形あばら筋の形状は下図の通りである。

㉜　Ｔ形のあばら筋は下図にすることがある。

㉝　Ｄ25の鉄筋で4.0m材を3.5mの働き寸法でアンカーした時の鉄筋の伸びは2.5dである。

参考：鉄筋の伸び率
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㉞　帯筋、あばら筋における切断寸法は下図の通りである。

㉟　巾止め筋は組立て用鉄筋であるので末端筋の折曲げは図示の程度でよい。　

㊱　布基礎のスラブ部分は、下側に引っ張り力が働く。したがって下図の様に配筋する。

㊲　鉄筋コンクリート造の一般階の鉄筋の組立ては、次の順序で施工する。

　　　　　　　柱筋　→　壁筋　→　梁筋　→　床筋

　　　　　鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄筋組立てでは、

　　　　　　　　梁筋　→　柱筋　→　壁筋　→　床筋

㊳　鉄骨鉄筋コンクリート造の施工は荷受構台が必要である。

㊴　梁の作業順序は

　　　鉄筋コンクリート造の場合　　　型枠工事　→　鉄筋工事

　　　鉄骨鉄筋コンクリートの場合　　鉄筋工事　→　型枠工事　である

㊵　鉄筋コンクリート造の基準階では、一般には、梁の型枠組立て後梁筋の組立てをする。

㊶　一般に壁式鉄筋コンクリート造の壁の組立ては型枠工事の前に行う。

㊷　梁の組立てでは、一般的には大梁を組立ててから、梁せいの低い小梁の組立てにかかる。

㊸　溶接金網を開口補強に使用することがある。

㊹　四辺固定スラブの柱列帯・柱間帯の区分線は、短辺方向、長辺方向とも短辺方向内法寸法

1/4のところとする。

㊺　結束線は、一般的には0.8㎜（#21）のなまし線が使用される。

㊻　スラブ筋の結束は、十字結び（両だすき）より片方結び（片だすき）で結束することが多い。

㊼　スラブと梁のかぶり厚さが異なるので、スラブ筋を梁筋に結束してはいけない。（スラブ

の構造耐力が低下するので）

㊽　柱と梁の取り合い部分をパネルゾーンと呼び非常に大きいせん断力が働く場所である。こ
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の部分の破壊は、建物全体の崩壊につながることになり、フープを省力することはできない。

㊾　配筋指針によれば、梁のスタラップの割付けは、柱のコンクリート面を起点として割付け

る。また、柱のフープはコンクリート面から50㎜程度の位置より割付ける。

㊿　梁のトップ筋は主筋である。

�　一般に腹筋は、梁せいが600㎜以上の場合、あばら筋の振れ止めの為の組立筋として使わ

れる。

�　主筋は構造耐力上、最も重要な意味をもつ鉄筋なので、配管工事で、邪魔になっても、そ

の位置を動かす事は出来ない。動かす場合は構造設計者より指示を受ける。

�　梁に設備用の貫通孔を設ける場合、その位置が移動しないよう堅固に保持する。

�　打放しに限らず、スペーサーの脚は防錆したものを使う。

�　スペーサーには、コンクリート製、鋼製、プラスチック製のものがあり、用途に応じて、

いろいろな形状のものがある。

�　ドーナツ形スペーサーは帯筋（フープ）及び壁に適用して柱及び壁の鉄筋の、かぶり厚さ

を保持するために用いる。

�　現場で用いる携帯型の油圧矯正機用の電源は、一般に100Ｖの電源を用いる。

�　逆打ち工法とは、地上階の施工を行いながら、地下部分も進行する事をいう。

�　ローリングタワーは、作業の必要に応じて移動する場合に適している

　　　（柱のフープ巻きにローリングタワーをよく使用することがある）

�　施工は配筋のおさまりの確認、鉄筋の種別、径、長さ、数量の確認をするため、施工図お

よび加工絵符を作成する。（ガス圧接の位置も記入する）

�　仕様書と図面との内容に相違がある場合は、監督者・設計管理者と協議して施工するのが

よい。

�　鉄筋を等間隔に配筋する場合は、@で示す。

�　柱の主筋は断面設計上、下図Ａ、Ｂの二種類がある。

　　　適当に位置を変更してはならない。

�　床スラブは鉛直荷重を支えるとともに、水平荷重をも伝える。

�　床スラブは、四辺固定、三辺固定、二辺固定、片持ち等があり、配筋方法は、それぞれ異なる。

�　スラブの短辺方向端部上筋は、長辺方向の端部上筋より一般的に配筋量が多い。

�　片持スラブ（ベランダ、バルコニ一等）の主筋は下端筋より上端筋の方が多い。

�　四辺固定のスラブにおいて、短辺方向の曲げモーメントの大きさは、中央部より端部のほ

うが大きい。
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�　階段の構造は、片持ち式、スラブ式に大別される。

�　階段の配筋でスラブ式と片持ち式とでは主筋の方向が逆である。

�　ハンチは強度を高めるためには、梁、スラブ等の端部に設ける。

�　積算に当っては仕様書の確認をすること。

�　設計図書とは工事用の図面（原寸図その他これに類するものを除く）質疑回答書及び仕様

書をいう。

�　使用材の種別その定尺（一般には3.5m〜12.0mまでである）

�　コンクリートの強度により鉄筋の継手及び定着の長さが異なる。

�　鉄骨鉄筋コンクリート工事の場合は鉄骨の図面も参考にする。

�　１トン当りの人工数により単価の算出をする（一般の建物に用する人工は加工及び配筋で

４人位である）

�　工程表は、工事管理者と打合わせのうえ、作成するのがよい。

�　鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さは、耐久、耐火、および耐力上の三つの要素から

決定されている。鉄筋の弱点である耐久（さびの発生）耐火（火害）性に劣る点は、コンク

リートのかぶりの厚さを確保することによりカバーされる。また鉄筋とコンクリートが協力

して働き、構造耐力を発揮するためには、鉄筋径に見合ったかぶり厚さを必要とする。

�　鉄筋のかぶり厚さが不足すると、鉄筋コンクリート造としての強度を十分発揮することが

できない。

�　「JASS５」によれば構造部分の種別（床スラブ、柱、梁、耐力壁など）による最少値の規

定のほか、異形鉄筋を用いる場合、主筋に対するかぶり厚さは鉄筋の呼び名の数値の1.5倍

とされている。

�　鉄筋のかぶり厚さは、コンクリート面から鉄筋までの距離をいう。また、柱、梁に対する

かぶり厚さは、フープ（帯筋）スタラップ（あばら筋）に対するものである。
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�　「JASS５」によれば、末端フックを必要とする出すみ部の鉄筋は、下図の通りである。

�　鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁の上下のかぶり厚さは一般にフランジ外面からの寸法で

示されている。

�　設計かぶり厚さを40㎜とした場合の梁の上下のかぶり厚さは下記の図の通りである。

梁

柱

X方向 Y方向
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�　杭は下記のように分類される。

　　　　　　　　　　　　コンクリート杭（RCパイル、PCパイル）

　　　　　　　既製杭

　　　　　　　　　　　　鋼製杭（H形鋼杭、鋼管杭）
　　　　杭

　　　　　　　場所打ちコンクリート杭

�　設備工事（付帯設備）のうちには、電気、給排水衛生、暖冷房、ガス等の工事がある。

�　下図は土留めの断面図を示したものであるが、記入の各部材の名称は、すべて正しい。

�　全面にわたって掘削する場合を総堀りといい、必要箇所ごとに部分的に掘削する場合をつ

ぼ堀りという。

�　水盛、やり方を行って建築物の位置、深さ関係を定めてから根切りに着手する。

�　一般に含水量の多い地盤は軟弱で、圧密排水などで脱水すると含水比が減少して強度が高

くなり、したがって地耐力が増す。

�　誘発目地（収縮目地）は、その部分にクラックを発生させることにより、壁本体に有害な

クラック防止のために設ける。

�　鉄筋相互のあきは、「JASS５」では、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上、かつ25㎜以上、ま

た丸鋼では径の1.5倍以上、異形鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5倍以上とし、設計図によ

るとなっている。Ｄ25の呼び名の径は25㎜であるからあきは、25㎜×l.5=37.5㎜以上必要で

ある。

�　鉄筋と鉄筋のあきは、コンクリート強度によって、かえる必要はない。

�　ガス圧接には、酸素およびアセチレンを用いる。

�　ガス圧接に用いる多孔バーナーは、接合の安全性が高い。

�　圧接器の取り外しは、鉄筋加熱部分の火色消失後とする。

�　鉄筋を圧接器により突合わせたときは、すき間は３㎜以下でなければいけない。

�　鉄筋のガス圧接部分は、圧接直後に急冷したり衝撃を与えてはならない。

�　種類の異なる圧接可能な鉄筋の種類の組合せは95頁の解説表10.6による。
⎱
⎰

⎱
⎰
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種類の異なる鉄筋でも圧接は可能である。
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○101 　「JASS５」によれば、柱、梁の主筋の圧接継手の位置が隣り合う場合には、その継手の位

置を400㎜以上ずらさなければならない。

○102 　鉄筋をガス圧接する場合、鉄筋径の差が７㎜を超える組み合わせで行ってはならない

　　㈳日本鉄筋継手協会の鉄筋のガス圧接工事標準仕様書による

　　　　例　Ｄ19+Ｄ25、Ｄ22+Ｄ25、Ｄ19+Ｄ22、Ｄ25+Ｄ29、Ｄ25+Ｄ32

○103 　圧接による鉄筋の縮みしろ（１ｄぐらい）を見込んで鉄筋の長さを決める。

○104 　圧接継手における鉄筋中心軸の偏心量は鉄筋径（鉄筋径が異なる場合は細い方の直径）の

１/５以下でなければならない。

○105 　圧接部のふくらみの直径Dは、鉄筋径（径の異なる場合は細いほうの鉄筋径）の1.4倍以上

でなければならない。圧接部のふくらみの長さ l は、鉄筋径の1.1倍以上とし、その形状はな

だらかでなければならない。（SD490を除く）

○106 　圧接作業は降雨雪や、強風の場合、行わない方がよい。

○107 　大梁には、地震時に常時と異なる方向の応力が働き、端部下筋にも引張力が働くため、下

端筋も上端筋と同じ定着長さをとる。

○108　 小梁には、大梁のような応力の生ずることはなく、端部下端筋は上端筋より定着長さが短

くて済む。

○109　 柱がしぼれる場合は、梁筋の定着は下図の通りである。

a

圧着の場合
a≧400㎜

La

La
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○110　 ハンチにおける定着寸法は下図の通りである。

○111　 鉄筋格子（バーメッシュ）の縦筋と横筋の交点は、結束線による結束の代わりとして電気

抵抗溶接されているが、鉄筋同士の力の伝達は期待できない。したがって定着及び継手の長

さは一般の場合と同一である。

○112　 ネットワーク工程表とは、ネットワークとよばれる網状図によって作業の順序関係を明確

に図示した工程表のこと。

○113　 バーチャート工程表とは、各工事ごとに棒線で施工の開始・終了の月日を図示した工程表

のこと。

○114　 鉄骨鉄筋コンクリート工事の吊り足場の位置は作業性の上から一般に鉄骨フランジ下端よ

り50㎝程度下に設けるのがよい。

○115　 鉄筋及び溶接金網は、受台等の上に種類別に整とんしておき、直接地上に置いてはならな

い。また、長期間屋外に保管する場合は、シート等で覆い養生を行う。

○116　 梁貫通孔の径は梁せいの1/3以下とし、また孔が連続する場合は、その中心間隔を孔径の

３倍以上とする。

○117　 一般に、水平の鉄筋の位置を保持するのがサポート、側面の型枠に対して鉄筋のかぶり厚

さの寸法を保持するのがスペーサーと呼ばれている。

○118　 溶接金網（ワイヤメッシュ）には、普通鉄線が使用されている。溶接金網の定着及び継手

長さは別に定められている。

○119　 腹筋の定着は30㎜程度、継手長さは150㎜程度とする。

一般層の梁端部
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４ ― ４ 　棒鋼の種類と規格
鉄筋コンクリート用棒鋼� 〔JIS�G�3112ー2004〕
１．適 用 範 囲　この規格は、コンクリート補強に使用する熱間圧延によって作られた丸鋼⑴

及び異形棒鋼⑴について規定する。ただし、JIS G3117（鉄筋コンクリート用

再生棒鋼）を除く。

注⑴　 コイル状のものを含む。

２．（省略）
３．種類及び記号　丸鋼の種類は２種類、異形棒鋼の種類は５種類とし、その記号は表１による。

表１　種類及び記号

４．化 学 成 分　丸鋼及び異形棒鋼の化学成分は、溶鋼分析値とし、その値は表２による。

表２　化学成分

５．機械的性質　丸鋼及び異形棒鋼の降伏点又は0.2%耐力、引張強さ及び伸びは、表３による。

また、表３の条件で曲げ試験を行い、その外側にき裂を生じてはならない。

区　　分 種類の記号

丸　　鋼 SR235
SR295

異形棒鋼

SD295A
SD295B
SD345
SD390
SD490
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表３　機械的性質

６．形状・寸法、質量及びその許容差
６．１　丸鋼の形状・寸法、質量及びその許容差　丸鋼の形状・寸法、質量及びその許容差

は、JIS G 3191（熱間圧延棒鋼とパーインコイルの形状、寸法及び質量並びにその

許容差）による。ただし、標準長さ及び長さの許容差は表５及び表６による。

６．２　異形棒鋼の形状・寸法、質量及びその許容差
６．２．１　形　状　形状は、次による。

a）　異形棒鋼は、表面に突起⑶をもつものとする。

注⑶　軸線方向の突起をリブといい、軸線方向以外の突起を節という。

b）　異形棒鋼の節は、全長にわたり、ほぼ一定間隔に分布し、同一形状・寸法を

もつものでなくてはならない。ただし、文字などを浮き彫りにする場合には、

部分の節を欠いてもよい。

c）　寸法が、呼び名D16以上の異形棒鋼の節の付根部は、応力集中の少ない形状と

しなければならない。

６．２．２　形状・寸法、質量及び許容差　形状・寸法、質量及び許容差は、次による。

a）　異形棒状の寸法、質量及び節の許容限度は、表４による。
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表４　寸法、質量及び節の許容限度

備　考　１．公称断面積、公称周長及び単位質量の算出方法は、次による。

　　　　　　　　　　
公称断面積（S）

＝0.7854×d２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

　　　　　　　　　　公称周長（l）＝0.3142×d

　　　　　　　　　　単位質量＝0.785×S

２．節の間隔は、その公称直径の70%以下とし、算出値を小数点以下１けたに丸

める。

３．節のすき間⑷の合計は、公称周長の25%以下とし、算出値を小数点以下１け

たに丸める。

注⑷　リブと節とが離れている場合、及びリブがない場合には節の欠損部の

幅を、また、節とリブとが接続している場合にはリブの幅を、それぞ

れ節のすき間とする。

４．節の高さは次表によるものとし、算出値を小数点以下１けたに丸める。
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b）　異形棒鋼の標準長さは、表５による。
表５　標準長さ

単位　m
3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0

備　考　コイルの場合には適用しない。

c）　異形棒鋼の長さの許容差は、表６による。
表６　長さの許容差

長　　さ 許　　容　　差

７m以下 +40mm
0

７mを超えるもの 長さ１m又は端数を増すごとに、上記プラス側の許容差に更に5㎜を
加える。ただし、最大値は、120㎜とする。

備　考　１．コイルの場合には、適用しない。

　　　　２．注文者は、表記以外の許容差を指定することができる。

d）　異形棒鋼１本の質量許容表は、表７による。
表７　１本の質量の許容差

寸　　　法 許 容 差 摘　　　要

呼び名　D10未満 ＋規定しない。
-8%

供試材の採り方及び許容差
の算出方法は別記※による。

呼び名D10以上　D16未満 ±6%

呼び名D16以上　D29未満 ±5%

呼び名D29以上　 ±4%

e）　異形棒鋼一組の質量許容差は、表８による。ただし、あらかじめ注文者から指

定があった場合に適用する。
表８　一組の質量許容差

寸　　　法 許 容 差 摘　　　要

呼び名　D10未満 ±7%

供試材の採り方及び許容差
の算出方法は別記※による。

呼び名D10以上　D16未満 ±5%

呼び名D16以上　D29未満 ±4%

呼び名D29以上 ±3.5%

※JIS G 3112：2004の9.3.2を参照

※JIS G 3112：2004の9.3.2を参照

第４章　材　料

- 52 -

ざい

い

び

び

い

い

い

ば

ば

ば

こう

こう

こう ひとくみ

ぼう

こう

こう

ぼう

ぼう

ぼう

さ

さ

さ

さ

よう

よう

よう

よう

よう

よう

よう

てき

てき

てき

きょ

きょ

きょ

きょちゅう

ちゅう

もん

もん

しゃ

しゃ し

ひょう

ぽん ひょう

ひょう

しつ

しつ

りょう

りょう

き い しがい てい

てい

じゅんけい

けい

けい

けい

ひょう

あい

あい

あい

なが ひょう

こう ひょうなが

ひょう

ひょう

なが

い

こ
なが

くわ

また は すう

さい

ま

だい ち

じょう き がわ きょ よう さ さら

か

きょ さよう

ひょう

なが

じゅん

きょ よう

なが

たんい

さ

りょう

すん

すん

よ

よ

な

な

い　じょう

い　じょう

い　じょう

い　じょう

い　じょう

い　じょう

な

な

な

な

な

な

よ

よ

よ

よ

よ

よ

い

い

み

み

み

み

か

か

きょう

きょう

ひょう

ひょう

ほん

くみひと

しつ

しつ

りょう

りょう

きょ

きょ

さ

さ

よう

よう

と

と

ほう

ほう

ざい

ざい

しゅつ

しゅつ

かた

かた

べっ

べっ

よう

よう

し

し

さん

さん

きょ

きょ

ほう

ほう

およ

およ

き

き

さんしょう

さんしょう

さ

さ

まん

まん

まん

まん

ぽう

ぽう

きょ

きょ

き てい

よう

よう

さ

さ

てき

てき

よう

よう

３.

- 54 -



 － 119 －

第４章　材　料

７．外　　　　観　丸鋼及び異形棒鋼には、使用上有害なきずがあってはならない。

11．表示　丸鋼及び異形棒鋼は、11.1及び11.2の表示を行う。ただし、丸鋼のコイル及び寸法

が呼び名 D4，D5，D6，D8 の異形棒鋼のコイルの表示は，11.2による。

11.1　１本ごとの表示　１本ごとの表示は、次による。

a）　丸鋼及び異形棒鋼は，表９によって種類を区別する表示を行う。ただし，異形

棒鋼の種類を区別する表示は，SD295Aを除き圧延マークによることとし，寸

法が呼び名D4，D5，D6，D8の異形棒鋼及びねじ状の節をもった異形棒鋼に限

り，色別塗色によることができる。

b）　異形棒鋼は，圧延マークによって製造業者名又はその略号による表示を行う。

ただし，寸法が呼び名D4，D5，D6，D8（コイルを除く。）の異形棒鋼及び異

形表面の形状によって製造業者名が明確な異形棒鋼に限り，この表示を省略す

ることができる。

11.2　１結束ごとの表示　１結束ごとの表示は，次の項目を適切な方法で行う。

a）　種類の記号

b）　溶鋼番号又は検査番号

c）　径，公称直径又は呼び名

d）　製造業者名又はその略号

表９　種類を区別する表示方法

種類の記号 種類を区別する表示方法
圧延マークによる表示 色別塗色による表示

SR235 適用しない 赤（片断面）
SR295 白（片断面）
SD295A 圧延マークなし 適用しない
SD295B １又は｜ 白（片断面）
SD345 突起の数1個（・） 黄（片断面〕
SD390 突起の数2個（・・） 緑（片断面）
SD490 突起の数3個（・・・） 青（片断面）
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４ ― ６ 　第４章の関連必須課題
①　鋼材の化学成分の記号

C…………炭　　素…… Carbon

Mn………マンガン…… Manganese

P…………リ　　ン…… Phosphorus

S…………イ オ ウ…… Sulfur

Si…………ケ イ 素…… Silicon

②　平鋼には、幅25〜300㎜、厚さ4.5〜36㎜と各種あって鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨材と

して、梁や柱のラチス材などに使われる。

③　鉄骨を接合する方法には、ボルト、高力ボルト（ハイテンションボルト）、リベット、溶

接などがある。

④　鉄骨鉄筋コンクリート造の柱および梁部材は、鉄筋コンクリートと鉄骨の強さを加え合わ

せて設計する。したがって、柱筋、梁筋も構造的に重要な意味をもっている。

⑤　鉄骨鉄筋コンクリート造には、アングルおよびF・B（平鋼）がかんざし用に使用されている。

⑥　炭素（C）の含有量が多いものほどかたい。

⑦　異形鉄筋の炭素含有量は次の通りである。

　　　　　SD345　　0.27％以下

　　　　　SD390　　0.29％以下

　　　　　SD490　　0.32％以下

⑧　アーク溶接の場合は、炭素含有量の多い鉄筋ほど溶接性が悪い。

⑨　鋼材の比重は約7.85である。

⑩　一般に鉄筋は、500℃で降伏点強度が1/2になるといわれている。これを防ぐため、コンク

リートでかぶり厚さをとる。

⑪　鋼材は降伏点より破断点の方が高い。

⑫　鉄筋は、降伏点を越えて力を加えられると、もとの形にもどることは出来ない。

⑬　異形鉄筋の最外径はメーカーによって異なる。日本工業規格（JIS）には、最外径、最小

径の規定はない。

⑭　応力度は、ある物体に働く力をその断面積で除した値をいう。

⑮　鋼材SS400の引張強さは、SD390の引張強さより低い。

⑯　SD295Aの鉄筋の引張強さは440〜600N/㎟である。

⑰　SD295A等の記号で、数字は降伏点を表している。

⑱　SS400の記号で、数字は引張強さを表している。

⑲　SN材とは、建築構造用圧延鋼材で建築物の主要構造部に用いられる。

⑳　SS材とは、一般構造用圧延鋼材である。

㉑　SR、SD材は、鉄筋コンクリート用棒鋼である。

㉒　異形鉄筋の表面の突起は下記の説明の通りである。
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リブ＝軸線方向の突起

ふし＝軸線方向と交わる突起

㉓　異形鉄筋の最外径とは、リブ側の寸法をいう。

㉔　異形鉄筋の太さ別の単位重量は下記の通りである。

㉕　SD295材にはSD295AとSD295Bとがあり、一般的にはSD295Aが使われている。

㉖　コンクリートの単位体積重量（日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」

より）

コンクリートの種類
気乾状態のコンクリー
トの単位容積質量

（t/㎥）

Fcの範囲
（N/㎟）

無筋コンクリート
の単位体積重量
（kN/㎥）

鉄筋コンクリート
の単位体積重量
（kN/㎥）

普通コンクリート 2.1〜2.5
Fc≦36

36＜Fc≦48
48＜Fc≦60

23
23.5
24

24
24.5
25

軽量コンクリート１種 1.8〜2.1 Fc≦27
27＜Fc≦36

19
21

20
22

軽量コンクリート２種 1.4〜1.8 Fc≦27 17 18
［記号］Fc：コンクリートの設計基準強度

㉗　コンクリートはアルカリ性であるから、鉄筋に、さびを生ずることなく、鉄筋コンクリー

ト造が成立つ。

㉘　コンクリートは、圧縮力に強く、引張力に弱い。

㉙　コンクリー卜の強度は、主として水セメント比により影響され、水セメント比が少なくな

れば強度は高い。

㉚　普通コンクリートの比重は2.3〜2.4程度である。

㉛　構造体コンクリートの強度は、JASS５によると材齢91日の圧縮強度とされている。

㉜　コンクリート骨材に海砂を使用する際、塩分の含有量が一定量をこえる場合は、鉄筋の防

錆上、有効な処理を講ずる必要がある。

㉝　建築工事で使用する砂利の最大寸法は40㎜である。

㉞　Fc＝24N/㎟のFcとは、コンクリートの設計基準強度を示す記号である。

㉟　Fc＝27N/㎟のコンクリートの長期許容圧縮応力度は９N/㎟（1/3）である。

節（ふし）

呼び名

単位重量（㎏/m）

第４章　材　料
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㊱　コンクリートのヤング係数は、鉄筋のヤング係数よりも小さい。

㊲　軽量コンクリートは、軽量骨材（人工のものと天然のものがある）を用いたコンクリート

で、水より重い。

㊳　土又は水に接する部分にも軽量コンクリートを使用する場合がある。

㊴　コンクリートは空気中で炭酸ガスにより、表面より少しづつアルカリ性がなくなっている。

（中性化）。

㊵　コンクリートの強度は、水セメント比できまり、スランプ値は、コンクリートの施工軟度

を示す。

㊶　レディーミクストコンクリートとは工場で生産され、アジテータトラックで運送されるコ

ンクリートのことである。

㊷　コンクリートは乾燥するに従って収縮する性質があり、鉄筋コンクリート造建物にひび割

れが生じる。

㊸　コンクリートは、早く乾燥させるほど最終強度が低くなる。

㊹　コンクリートは一般的に平均気温が低いほど強度の発現が遅い。

㊺　コンクリートの乾燥速度は同一容積の場合、表面積の大きい方が速い。

㊻　梁および床のスラブのコンクリートの打ち継ぎは、原則として、そのスパンの中央付近で

垂直に継ぐのがよい。

㊼　コンクリートの強度は、水セメント比により決まる。したがって、調合管理されて練り上っ

たコンクリートに、水を加えることは絶対にしてはならない。

㊽　コンクリートは、打ち込み後、強度が充分出るまで、振動や衝撃を与えてはならない。

㊾　スランプはコンクリート施工の軟度（ワーカビリティ）を示すものでⒶをいう。

㊿　建築工事のポンプ打コンクリートのスランプは18㎝から21㎝ぐらいが適当である。

�　高強度の異形鉄筋には、圧縮強度の高いコンクリートを用いる方が効果的である。

�　鉄筋とコンクリートの線膨張係数は、ほぼ同じである。

�　鉄骨鉄筋コンクリートの単位体積重量は㉖の表の「鉄筋コンクリート」の数値に1と加え

た数値とすることができる。

�　PCa（プレキャストコンクリート）とは、あらかじめ型枠に打込んでつくったコンクリー

トの総称。梁・床版・管・U字管・歩道板・杭などがある。

�　型枠に使用される合板の厚さは一般に12㎜が多く使われる。

�　打ち放し仕上げをするコンクリートの型枠には、表面加工をしたコンクリート型枠用合板

が多く用いられる。
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�　一般建築で外部を打ち放しで大パネルを使用する場合の型枠組立ては、外部から組立てる

場合が多い。

�　鉄筋を組立てる場合、打ち放しの型枠をきずつけない様に注意する

�　床スラブの型枠は一般に、梁下端の型枠より早く取りはずしてもよい。

�　下図は訂正墨を付けた例であるが、次のうち、正しい墨はイ・ロいずれも②である。

�　型枠と足場は連結すべきではない。

�　フォームタイは、型枠組立ての締付用金具に使用する。

�　セパレーターは、型枠工事で相対するコンクリート用型枠の相互間隔を保持するために使

用する。

�　SRC造で柱・梁接合部に設ける貫通孔の径は最外径＋10㎜程度とし、主筋１本に１箇とす

る。

　　　　　　　　　　　　　深礎工法

　　　　　　　　　　　　　アースドリル工法
�　場所打ち杭の工法

　　　ベノト工法　

　　　　　　　　　　　　　　リバースサーキュレーション工法

鉄筋貫通のための孔径例（単位：㎜）

最　外　径 11 14 18 21 25 28 33 36 39 43 46

公　称　径 D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32 D35 D38 D41

貫 通 孔 径 21 24 28 31 35 38 43 46 49 53 56

第４章　材　料
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５ ― ６ 　第５章の関連必須課題

①　鉄筋コンクリート造建物の各部材の略記号は下記の通りである。

　明確な規定はないが、「日本建築学会、鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」の計算例では、

下記のように使っている。

　　　　　　　柱…………… C	 Column

　　　　　　　大梁………… G	 Girder

　　　　　　　小梁………… B	 Beam

　　　　　　　基礎………… F	 Foundation

　　　　　　　基礎梁……… FG	 Footing	Girder

　　　　　　　床スラブ…… S	 Slab

　　　　　　　壁…………… W	 Wall

②　土木製図通則の図面の使い方の組合せは下記の通りである。

　　　　　　　見える部分の形　　　　　　　　　　　　　　　　　（実　　線）

　　　　　　　見えない部分の形　　　　　　　　　　　　　　　　（点　　線）

　　　　　　　基　　準　　線　　　　　　　　　　　　　　　　　（一点鎖線）

③　コンクリート躯体図で下記の表示は20㎜増打ちを意味する。

④　一般に下記表示は、コンクリート上面よりH＝2,100の開口部を示す。

⑤　一般に下記表示は、コンクリート上面より腰壁の高さ900で開口高さが1,200である。

- 58 -

４. 製
せ い ず

図の基
き ほ ん

本せい ず き ほん

めい

か

てっ

かん ひっ かれん す だい

かく

き

ど

いっ

いっ

きん

ぼく

ぱん

ぱん

き

せい

てい

ず

か

か

はしら

おお

こ

き そ

き

ゆか

かべ

つう

み

み

き

き

き

つか

ばり

ばり

そ

そく

ひょう

ひょう

はり

く

じ

じ

ず

ぶ

じゅん

たい

ぞう

めん

ぶん

ぶ

ず

たて

に

ぶん

もの

ほん

つか

かたち

せん

か

けん

かたち

き

かく

ちく

かた

ぶ

がっ

ひょう

ざい

かい

くみ

じ

てっ

あ

うわ

うわ

りゃく

きん

つら

つら

き ごう

か

まし

き

う

こし

か

かべ

き

とお

い

たか

とお

こう

み

ぞう

かい

けい

こう

さん

ぶ

かい

き

こう

じゅん

じっ

てん

いっ

しめ

たか

どう

てん

かい

さ

せつ

せん

せん

てん

けい さん れい

4-１ 関連必須課題

４.

- 60 -



第５章　製図の基本

 － 164 －

第５章　製図の基本

⑥　かなばかり図とは建築物の標準となるべき断面詳細図である。

⑦　日本工業規格（JIS）建築製図通則によれば下図は、割栗の材料構造表示記号である。

⑧　日本工業規格（JIS）建築製図通則によれば下図は、地盤を表す表示記号である。

⑨　土木製図通則によると、地盤の傾斜は下図のように表わす

⑩　日本工業規格（JIS）建築製図通則によれば下図は、鉄骨の材料構造表示記号である。

⑪　下図の形鋼はリップみぞ形鋼である。

⑫　建築製図通則による各種扉の表示記号は下図の通りである。

⑬　建築製図通則によるコンクリート及び鉄筋コンクリートの表示記号は下図の通りである。

- 59 -

に

に

に

ど

か

ほん

ほん

ほん

ぼく

ず

こう

こう

こう

せい

ぎょう

ぎょう

ぎょう

ず

かた

き

き

き

つう

こう

ず

かく

かく

かく

そく

けん ちく

けん

けん

けん

けん

けん

かく

ぶつ

ちく

ちく

ちく

ちく

ちく

しゅ

せい

せい

せい

せい

せい

じ

かた

とびら

ひょう

ず

ず

ず

ず

ず

ばん

こう

じゅん

つう

つう

つう

つう

つう

ひょう

ひょう

そく

そく

そく

そく

そく

けい

じ

じ

しゃ

き

きおよ

りょうびら かたびら じゆうとびら かいてんとびらとびら とびら

ごう

ごう

か

てっ

ず

か

かきん

だん

か

か

か

ず

ず

めん

ず

ず

ず

しょう

とお

とお

さい ず

わり

あらわ

てっ

ぐり

こつ

じ ばん

げんすん

ざい

ざい

あらわ

りょう

りょう

こう

こう

ひょう

ぞう

ぞう

じ

ひょう

ひょう

き

じ

じ

ごう

き

き

ごう

ごう

せい ず き ほん

げんすん

４.

- 61 -



第５章　製図の基本

 － 165 －

第５章　製図の基本

⑭　鉄筋を示す記号で、3−D25とあるのは、呼び名D25の異形鉄筋３本のことを示す。

⑮　鉄筋を示す記号でSTP	D10	200＠とあるのは異形鉄筋D10で加工したスタラップを20㎝

ビッチで配筋する事である。

⑯　スタラップ４−D13の場合は下図の通りである。

⑰　柱フープの記号で、SP	HOOPとあるのはスパイラルフープの事である。

⑱　日本工業規格（JIS）建築製図通則によれば平面図、配置図などは、原則として北を上方

に置くが、やむをえない場合でもできるだけその向きを統ーして表す。

⑲　B.M.（Bench	Mark）ベンチマーク、

ア　土地の高低測量をする場合、その水準の標点となるもの

イ　建物の基準位置、基準高さを決める原点

　　G.L.（Ground	Line）グランドライン

ア　一般的に建物の周囲の地盤の高さ（等高線）を示す。

イ　JISでは投資投影で画面が地盤面で交わる線、基礎とも言う。

　　C.L.（Concrete	Line）コンクリートライン

ア（その階の）コンクリート面の高さを示す。

イ　S.L.（Slab	Line）スラブラインと表示されることもある。

ウ　Ceiling	Line　シーリングライン、天井面の高さを表示する場合があり混同しな

いこと（通常は仕様書・図面に凡例により区別）

　　F.L.（Floor	Line）フロアーライン

（その階の）仕上げ床面の高さを示す。

⑳　一般に下記表示は、梁幅400㎜、梁せい750㎜のGI梁を示す。
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７ ― ４ 　保護具� 続・正しく使おう安全帯

保護具の主なもの

保護帽について

救命道具　浮き輪　安全ベスト

衝撃
吸収
ライナー

ヘッド
　バンド
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安全帯について

※安全帯の種類� 続・正しく使おう安全帯

1 胴ベルト型安全帯

2 ハーネス型安全帯

①１本つり専用　ロープ式

④１本つり・Ｕ字つり兼用

フルハーネス安全帯②１本つり専用　巻取り式

③１本つり専用　ヤンヤード２本式
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し
ゅ
う

た
ち

う
ん

い

て
ん

ち

り
だ
つ

き
ん
し

せ
い

き
ん

げ
ん し

ぜ
ん ふ し

ゃ て
ん

べ
ん か か

く
じ
ょ
う

ち
ょ
う

せ
い

せ
い

あ
い せ

い

せ
い

げ
ん

げ
ん ず げ

ん

つ
き

し
ょ
う

そ
な
え

さ

つ

せ
い
　
げ
ん

ぼ
う
　
し
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水平移動

あんぜんえいせい

けん ようせつ ひょうじゅん あい ず ほう

けん

よび

かた

すいへい

かほう ふ

てん

りょうて

ふえ

ほ じょ あい ず

よび

まき あ

だ てい

まき さ

し

てんとう ほうこう まわ

へいこう の

とう しん

おやゆび

すいへい なな じょうほう つ あ ちじ

おやゆび した ほか ゆび にぎ

せつど

たか あ

すいへい なな かほう つ さ

うえ ほか ゆび にぎ

うえあたま のち の

しゅく てい し きゅう てい し さ

りょう あたま うえ こうさ

ぎょう かん りょう

りょうて

はげ さゆう おお ふ

たか あ

て した

じょうわんぶ のち うで あたま うえ のち おや あたま うえ

ゆび

へい かほう つ さ

した ほか ゆび にぎ すい

のち おや うで み いち の て

ま

ま あ また ま さ

りょうて かんかく しじ のち
いどう

すうかい うご

ほうこう むゆび うえ ほか ゆび にぎ すいへい

じょうほう つ

ほ まき さ あ さ すい へい び どうい どう

て たか あ

ちか

い ゆび しめ

ば しょ

て うえ のち

て うえ のち うで

かた

かたて あ わ えが

じょうわんぶ のち
すいへい あ て

した かほう ふかた て あ わ えが

だ い ち し じ まき あ まき さ ほ まき あ

ぎょうせつ ろう どう さい がい ぼう し きょう かい せい てい

つりに いち ちゅうい ちょっか はい

※吊荷の位置に注意して直下には入らないこと。

５.
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あんぜんえいせい

こう

こう

こう

さ

しゅう

うん

さ

さ

そう

しゅう

さ

けん

さ

つぎ

さい

そう

けん

あい

ど

そう

しょ

てい

ゆか

ゆか

どう

てい

げん

ゆか

ち

ゆか

そ

こう

そう

ぎょう

ち

さだ

がい

あん

じつ

ぎょう

ぎょう

こう

り

ゆう

いっ

せい

ぎょう

こ

そ

ぎょう

てい

こう

さ

はい

ず

こう

い

こう

かく

し

てん

しゃ

そく

ば

じょう

へい

ち

か

さ

じ

さだ

そう

ぜん

きょう

い

さ

ば

たい

こ

がい

ぎょう

あい

うん

ちょう

こう

かぎ

い

さ

ぞう

すい

そう

ち

さ

あん

ゆう

しょ

いん

など

ず

てん

しょう

よう

へい たん

じょう き

のぞ

あい

ぎょう

ぜん

どう

ゆう

し

ば

こう

お

こう

ゆか

どう

そう

よう

しょ

の

し

おこな

しき

ば

ぞう

しゃ

こう

こう

さ

あん

ち

など

はな

か

じょう

ば

など

てん

ぎょう

ぜん し

せい

あい

き

い

ゆか

たい

こう

とう

よう

げん

けん

そ ち

あい

さ

あん

さ ぎょうさがい さゆか かぎょう ゆかい そうしょ ば あい

ほう

ず

ぎょう

ぜん

など

さ

さ

あい

じ

うん

ぎょう

ず

ぎょう

てん

いん

しゃ

しゃ

しゃ

ぎょう

さぎょう けいかく さくせい さぎょう ほうほう しゅうち

あんぜんたい

さぎょうゆか

あんぜんたい しよう

し き しゃ

めい

めい

し

し さだ

ほう

し よう

あい

しゅう

ず

ち

しゃ し めい

ぼう し

そう

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

さ

さ

かくぎょう

り

ち

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

さく

ぎょう

ぎょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

けい

また

とう

そく

そく

そく

そく

そく

そく

そく

そく

せい

ゆか

おこな

さ

そう

しょ

ぎょうゆか

こと

しょうこう

で

こう

そう

き

じ

ち など

てん けん ほ

じょう

しゅう

しょう

など

か

さ

こう

ぎょう し

せつ

よう

び

き かい

どうりょく

さ ぎょう

もち

ゆか およ しょうこう そう

ふ

ち

とく

など

てい

こう

ば

せい

しょ じ

しょ

しょ

さ

さ

ぎょう

ぎょう

しゃ

しゃ

あん ぜん ほう れい

５.
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あんぜんえいせい

うん

ぜん

しゅ

てい

さ

ほ

てい

とう

し

てん

い

と

けん

まえ

けん

げん

げん

らく

てん

しょう

き

ぎょう

しゅう

き

じょう

よう

とう

び

い

さ

てん

さ

そな

し

ろく

し

とう

じ

かい

など

じ

そう

とう

がい

けん

など

ぼう

よう

かく

およ

よう

しゅ

し

しゅ

せい

せい

てん

き

し

せい げん

さ

つみ

さか

てき

じょう

せき

に

ねん

げつ

ねん

しょう

い

さ

ぎょう

おろ

みち

とう

しゃ

さい

じ

れい

じ

ねん

じょう

ぎょう

ぎ

とく

ゆか

せき

か

けん

けん

けん

てん

かん

ゆか

のう

べつ

じゅう

およ

じゅう

さ

さ

さ

ぷ

ほ

みと

こう

きょう

たか

ぶん

あ

ぞん

たか

しゅう

いく

へい

ばい

さ

こ

とく

しゅう

しゅう

はり

たん

なが

ぎょう

など

ねん

てい

りょう

りょう

だ

かく

ゆか

げつ

じ

しゃ

しゃ

ぎ　のう こうしゅう

ひつよう

のうりょく

いじょう

にだい みちいた

けん

あん

こう けいさい

ぜん

しゃ けんぼう りょう せつはっ き

ど

かい

い

うん

か

てん ぎょう む

すい しょう

けん

じつ

い

し

よう

こ

しゅ

い

ご

はば

がい

よう

と

こ

けん

み

じょう

じ

およ

とり

きん

い

さ

ただ

まん

ばん

ば

つけ

じょう

し

がい

のう

しょ

きょう

しゃ

き

のう

りょく

ふ

ど

きん

し

かん

き

ほ

りょく

どう

し

よう

かん

けん

しゅう

こう

ちん

ゆう

きん

さ

こう

しょ

か

し

ひょう

しょ

さ

ぼう

さ

ぎょう

し

ぎょう しゃ

しゃ

ろ かた ほう かい ぼう し

じ ぎょう しゃ

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

ごう

ごう

そく

れい

そく

そく

そく

そく

そく

そく

そく

そく

そく

そく

そく

そく
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あんぜんえいせい

また

そく

りょう たん

また そな たま かけ よう ぐ し よう

あっ しゅく また どう とう い じょう つよ ほ じ ほう ほう

かい い じょう あ こ ご

そ

ない

ない

がい

がい

そう

そう

すう

けい

けい

すう

たまがけさく

ふてきせつ

じぎょうしゃ

じぎょうしゃ

じぎょうしゃ

せんい

たまがけようぐ

たまがけさぎょう

せんいいどうしき

かなぐ

つぎ

ぐ しよう

あいだ

ちょっけい

さぎょう かいしまえ てんけん

げんしょう こうしょうけい

そせん せん のぞ かず

いちじる かた また

また

また など もち おこな ひ

がい など

たまがけさく

つぎ

ふしょく

へんけい

ちょうけい たんけい

ぶ ちょうりょく ぶん

め

つ

かぎ

に せっ ぶぶん まもう はっせい

へんけい

きょうど

ちょう けい
ず

た
ん

け
い

ていか すく

ぶぶん だん たまがけさく

ぶぶん

だんせん ちゅうい

ず

せん ちゅうい

ず

に

だんせん ぽん はいき きず だんせん

しょう

へんけい き たまがけさく ちゅうおう へんけい じゅうぶん ちゅうい

ひ いじょう ず さんしょう

しんこう ぶん ろしゅつ お ぬけていど

そせん ひょうめん おうとつ しょう

はいき また つか じょうたい

はいき げんど めやす

ぜんこう てんけん おこ ばあい いじょう みと ただ ほしゅう

いじょう うむ てんけん おこな

さぎょう かいし まえ とう

ふしょく

いじょう そせん せつだん

かくごう がいとう
いどうしき また たまがけよう

しよう

そく　

そく　

きんし

たまがけさく
だいつけさく

だいつけさく
つか

つり

ぎゃく しよう さ あんぜんりつ

あんぜんりつ

いじょう

いじょう

いじょう しよう

ぽん

ぽん

そう

そう

はん

まる

し きん がけ ぐ てんよう し たま よう けん

さ

さ

そ せん

ね

ね

だい

だい

つ

つ

つ

つ

よう

よう

いん よう

ようつなに

ごうれい ひん ば あい

た
ま

た
ま

だ
いだ

い

が

が つつ

さ
く

さ
く

さ
くさ

く

そ

そ

せん

せん

ほん

ほん

せん はん すう そ せん き のこ そ せん かい い じょう かい い じょう

あ ば あい かい い じょう あ こ

５.

5-4 玉
た ま が け

掛ワイヤロープ
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あんぜんえいせい

けい

そく

たまがけさく あんぜん かじゅう

もと か こう ひん

こうぞう

つり

せつだん

か じゅうけい

つり

ほん

かく

すう ぽん

ぽん

ぽん ぽん

ほん ほんひっ かど

むす

すい すい すいちょく ちょく ちょく

つり

つり

つり つりつり て て て てつり つり つり つりつり かた

あんぜん せつだんかじゅう

あんぜんりつ

かじゅう

れ
い

ず

つり

に つり

つり

つり に

じっ

てい

さい

おさ

さ

い

ぎょう

か ちょう

つり

かぎ

りょく

かく

ぞう

ど

げん そく

ふ

い

のぞ

あん

か

つり

かく

かく

ど

ど

えい きょう

かた くわ か じゅう かん けい

つり つり つりかく かく かくど ど ど

ちょうりょく ちょうりょく ちょうりょく

ちょうりょく

ぞう　か ぞう　か ぞう　か

ぞう　か

けいすう けいすう けいすう

けいすう

つりかけ あて な

つり つり

つり

はだか しゅ ごう

あん ぜん けい すう

じゅん きょ

つりほん ほん

ど

つり かく ど あん ぜん か じゅう ひょう

５.
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あんぜんえいせい

せきさい かじゅう

こう

あん

ゆかぎょう

ぎょうさ

かく

およ

か

か

さ

たま

かんこう

ぞう

えい

ゆか

か

ざい

じゅう

じゅう

ぎょう

がけ

など

ぶつ

ほう

ひと

い

じゅうてい

りょう

せん

き

また

か

ち

なら

かい

うん

じゅう

し

ぱん

に

もっと

じ

き

はしら

かい

の

さい

ちか

ゆう

さい

まき

じょう

だい

さん

ゆう

だい

あ

かん

こう

せき

てい

こう

たん

もの

ぞう

じょう

さい

か

よう

ぞう

に

など

およ

しょう

か

じゅう

ぶつ

かたち

じゅう

けい

ざい

けん

い

つっ

じょう

りょう

せつ

さだ

さい

また

どう

ぱり

など

よう

だい

しき

たま

おう

けい

ぼう

おう もち

がけ

けい

しゃ

しゃ

ゆう

かく

かい

せき

かく

およ

さい

こう

また

しょ

さい

なが

し

さ

だい

じ

ぎょう

また

さい

しゃ

か

せん

だい

など

じゅう

ゆう

き

よう

ふく

か

こう

せき

ばこ

じゅう

ぞう

さい

うえ

しん

こう

およ

か

もっと

しゅく

ぐ

じゅう

など

はん

ざい

みじか

ゆう

おり

など

りょう

ま

おう

ぐ

さう だい

そう

およ

い

とう

あし

けい

ち

さ

すべ ど

ば

しゃ

あ

ぎょう

かく

おう

か

はん

さ

か

じゅう

けい

はん

ぎょう

し

じゅう

き

こう

てん

ふ

こう

か

だい

こう

か

じょ

さ

ぞう

あん ぜん よう ご

５.
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あんぜんえいせい

さ

じ

せい

よう

たか

そと

ひ

ひ

また

じょう

けい

はば

き

さ

ひ

よう

かん

あゆみ

き

かん

ぎょう

じょう

と

びらき

なん

なん

じ

ほう

かい

ぎょう

なん

い

し

いた

どう

し

ば

ど

かい

かい

けい

よう

ふみ

よう

にん

そう

あん

つう

おう

い

しゃ

たか

だい

で

り

もう

ち

つう

ぜん

つう

こう

い

がい

ろ

にん

き

い

いり

よう

はい

ろ

ない

い

ぐ

じょう

ば

せっ

ぐち

ち

せっ

つう

はば

かい

じょう

しょ

ち

つう

など

こう

ち

ば

ろ

しょう

しょ

ろ

どう

また

しょ

ゆう

がい

い

しゅう

など

また

てき

およ

もう

さい

ふみ

ぶつ

じょう

ぎょう

あん

き

とう

かん

こう

ぬき

き

ぜん

ぐ

ほ

けい

し

さ

ゆう

また

など

で

しょ

けん

じ

れい

つう

どう

にん

ぎょう

こう

ひょう

いり

い

おく

こう

ば

じ

しょう

ぐち

じょう

ない

な

せつ

きょう

はい

ない

ほ

めい

さ

むね

び

りょう

ち

じょう

と

ちょく

ぎょう

じょう

てき

など

たい

つう

ば

たい

とう

ひょう

ひき

かい

じ

つう

ほ

ど

だん

ほ

たか

ろ かい

じ

また

じ

ひ じょ

じ

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

あん

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

えい

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

じょう

つう ろ

つう

あん

あん

つう

ほうろ

ぜん

ぜんあし

ろ

れいば

など

こう

かん

だい

り

つう

おく

き

ひ

き

き

ほ

あん

せん

つう

き

さ

さ

かん

よう

ない

さ

くつ

など

どう

つう

どう

ぶつ

ば

ふみ

かい

なん

どう

さ

じ

ぎょう

ぎょう

いん

しゃ

あん　ぜん　つう　ろ

ひ　なん　ぐち

あんぜん つうろ

かくほ

じょこう

けいほう

つうろ

どう

せん

ぜん

ぱく

ろ

けん

ぎょう

ぎょう

など
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可搬式作業台の安全

アルミニウム合金製可搬式作業台の使用基準
１　適　　　用� 仮設機材認定基準とその解説
　この基準は，（一社）仮設工業会が認定するアルミニウム合金製可搬式作業台（以下「可搬
式作業台」という。）について適用する。

２　使用方法等
　可搬式作業台を使用するに当たっては，次の事項によるものとする。
ａ　可搬式作業台は始業前に全体及び次の各部を点検し，異常のないことを確認すること。
なお，異常を認めたときは，使用しないこと。また、直ちに修理等の必要な措置を行うこと。
⒜　可搬式作業台全体の変形の有無
⒝　固定機構部の作動の異常の有無
⒞　天板（作業床）｛以下「天板」という。｝の異常の有無
⒟　開き止め金具の機能の異常の有無
⒠　折りたたみ金具の機能の異常の有無
⒡　踏さんの異常の有無
ｂ　可搬式作業台は，単独での使用を原則とすること。
ｃ　可搬式作業台を持ち運ぶときには，引きずったり，投げたり，乱暴に扱わないこと。
ｄ　使用する場所の床面等の傾斜や凹凸等による転倒及び不意の移動等の危険がないことを
確認してから設置すること。
ｅ　足元や周囲がはっきり見えない暗がりでは，使用しないこと。
ｆ　可搬式作業台の天板の上では，脚立，架台，はしご等を使用してはならないこと。
ｇ　開脚固定状態，伸縮固定状態等が確実であるかを確認してから昇降すること。
ｈ　使用高さが1.5mを超える場合の昇降には手がかり棒等を必ず使用すること。
ｉ　人を乗せたままで移動をしないこと。
ｊ　可搬式作業台の天板の上に荷を載せたままで天板の高さ調節を行わないこと。
ｋ　可搬式作業台には，150kgを超えて積載しないこと。
ｌ　固定機構部にコンクリート等の付着が予想される作業に使用する場合には，あらかじめ
当該部分の養生をすることが望ましいこと。

東京建設業協会　労働安全研究会
可搬式作業台を正しく安全に使いましょう
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７ ―11　第７章の関連必須課題
①　建築基準法施行令第136条の２には、木造以外の建築物で、２以上の階数を有するものに

ついて建築工事を行う場合においては、高さが1.8m以上の板べい、その他これに類する仮

固いを設けるべきことが規定されている。

②　労働安全衛生規則によると、室内に設ける通路の通路面から高さ1.8m以内に障害物を置

いてはならない。

③　クレーンのつりあげ荷重とは、フック、クラブバケット等のつり具の重量もすべて含めた

荷重をいう。

④　クレーンの定格荷重とは、つりあげ荷重からフック、クラブバケット等のつり具の荷重を

差し引いた荷重をいい、実際につったり、つかんだりできる荷の最大の荷重をいう。

⑤　クレーンの揚程（リフト）とは、つり具を上下させることのできる垂直距離をいう。

⑥　クレーンの巻上げとは、つり荷の上下運動をいう。

⑦　クレーンの横行とは、クレーンガーターや水平ジブの上をトロリーが水平に移動すること

をいう。

⑧　クレーンの走行とは、クレーンまたは移動式クレーンの全体が移動することをいう。

⑨　クレーンの旋回とは、旋回中心のまわりをジブ（ブーム）がまわる運動をいう。

⑩　クレーンの起伏とは、ジブ（ブーム）がその取付部を支点にして上下に動くことをいう。

⑪　クレーンの引込とは、シブ（ブーム）を起伏させてつり荷を水平に移動させる運動をいう。

⑫　足場を使用材で分類すると、

　　　　　　イ．丸太足場

　　　　　　ロ．鋼管足場……単管足場・わく組足場

⑬　足場を構造、形状で分類すると

　　　　　　イ．支柱足場……本足場・一側足場・たな足場

　　　　　　ロ．わく組足場

　　　　　　ハ．つり足場……本つり足場・簡易つり足場（ゴンドラ）

　　　　　　ニ．きゃたつ足場

　　　　　　ホ．はしご足場

⑭　足場を用途から分類すると

　　　　　　イ．鉄筋足場

　　　　　　ロ．型わく足場

　　　　　　ハ．コンクリート打ち足場

　　　　　　ニ．本締足場

　　　　　　ホ．養生足場

　　　　　　へ．外部仕上げ用足場

　　　　　　ト．内外仕上げ用足場

⑮　抱き足場は、建地を建物にそってー列に建て、その建地の両側に布を同一高さに二列に取
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り付けたものをいう。

⑯　単管足場で、建地間の積載荷重の限度は400㎏である。

⑰　登りさん橋のこう配は、安全衛生規則552条により30°以内とされている。また、15°より

急なものでは踏さん、その他の滑り止めを必要とし、高さ85㎝以上の丈夫な手すりを必要と

する。

⑱　登りさん橋は高さが７m以内ごとにおどり場が必要とされている。

⑲　作業床は幅40㎝以上で、床材のすき間は３㎝以下でなければならない。

⑳　足場板を作業に応じて移動させて使用する場合は次の措置が必要である。

イ．足場板は幅20㎝、厚さ3.5㎝、長さ3.6m以上必要である。

ロ．作業床の足場板は３以上の支持物に掛渡すこと。

ハ．足場板の支点から突出部の長さは10㎝以上とし、かつ足場板の長さの1/18以

下とする。

ニ．足場板を長手方向に重ねる場合は、支点の上で20㎝以上重ねなければならな

い。

㉑　鉄筋足場とは鉄筋を配筋、組立てするための足場である。

㉒　脚立については、次に定めるところに適合したものでなければ使用してはならない。

イ．丈夫な構造とすること。

ロ．材料は、著しい損傷、腐食等がないものとすること。

ハ．脚と水平面との角度を75°以下とし、かつ、折りたたみ式のものにあっては、

脚と水平面との角度を確実に保つための金具等を備えること。

ニ．踏み面は、作業を安全に行うため必要な面積を有すること。

㉓　つりあげ荷重５トン以上のクレーンを運転するときは免許が必要である。５トン未満の場

合は特別教育修了者が行う。

㉔　玉掛け作業に必要な資材

　　　　　　ワイヤロープ　シャックル　当て物　フック　つり袋　ワイヤースリング

㉕　マニラロープは軽量物、きずつくおそれのあるものに対し用いられる。

㉖　玉掛けロープは、一点づりは不安定であるから絶対に避けて、二点づり以上でつること。

㉗　下図のつり索の引張力は、イはロの２倍である。

　力のつり合いからそれぞれの引張力を求めるとイ＝W　ロ＝1/2Wである。
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㉘　荷を玉掛けした場合、つり角度が大きくなるとロープの張力が大きくなる。

㉙　玉掛け用のワイヤはワイヤロープ１よりの間において素線の数の10パーセント以上の索線

が切断しているものを使用してはならない。

㉚　玉掛け用ワイヤロープの直径の減少が公称径の7パーセントをこえるものを使用してはな

らない。

㉛　ワイヤロープをキンクさせると、直しても、もはやもとの強度がなくなるので使用しては

いけない。

㉜　著しく型くずれまたは腐触がある玉掛け用ワイヤロープを使用してはならない。

㉝　建設用リフトには一人でも作業者は乗ることを禁じられている。（但し人荷用のロングリ

フトは可）

㉞　クレーン等の玉掛けの業務は玉掛技能講習を修了した者が行う。

㉟　クローラクレーンは、トラッククレーンに比べ安定感が高く、不整地における使用に適する。

㊱　タワークレーンは、鉄骨の建て方等に適したクレーンである。

㊲　保安帽は必ず法規に定められたものを正しく着用すること。

㊳　安全帯（命綱）

高所の作業場所で安全帯（命綱）を使用する場合は、落下距離が２m以上にならぬように安

全帯（命綱）を調節して使用するのがよい。

㊴　つり足場の上で、脚立、はしご等を用いて作業してはならない。

㊵　つり足場の作業床は、幅40㎝以上とし、かつ、すき間がないようにすること。

㊶　架設通路において、こう配が15度を超えるものには、踏さんその他に滑止めを設けなけれ

ばならない。

㊷　架設通路で墜落の危険のある箇所には、高さ85㎝以上の丈夫な手すりを設けること。
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（あ）
あ さ が お 建築現場で、上よりの落下物を受け止め危険防止のために、上に開

くようにとりつけた養生柵のこと。
足 場 板 木製、鋼製の踏み板のこと。
あ そ び 余裕、ゆとり。
あ ば た コンクリートを打った肌で巣の出来た部分、豆板、ジャンカ。
R C 造 鉄筋で補強されたコンクリート構造をいう。
ア ン カ ー 　　　　　　　　　　梁、スラブ筋等で定着のために曲げた部分。
ア ン グ ル アングルスチール（山形鋼）の略、横断面がL形をしている形鋼をいう。
あ だ ま き かりに固定させる結束の事。

（い）
一 丁 前 一人前の技能のある職人。
犬 走 り 建物の外周で軒下の部分。
い も 鉄筋を継手、圧接する場合同じ位置にそろえること。
イナズマ筋 階段の段筋
異形棒鋼また異形鉄筋

表面に突起を有する鉄筋。JISでは異形棒鋼、一般には異形鉄筋と呼
ばれている。

（う）
う た う 書類に記載する。「仕様書の中にうたう」
内 法 真（芯）々寸法に対して、内々寸法をいう。
打って返す そのまま繰り返して用にたてること。「１階の型わくを２階に打って

返す」
う ま 台。鉄筋を定位置に確保するために作成したもの。

う け 筋 支持する鉄筋方向の鉄筋
上 端 上面、天端ともいう。

- 81 -

ふ おも げん ば よう ごろく

ふ おも げん ば よう ごろく

けん

あし ば いた

ぞう

いっ

いぬ

い

うち

う かえ く かえ よう かた かい う

のり

きん

ば うわ てんつら ばうわ

しん

かえ

だい

し じ

てっ

てっ

てっ てっ

てっ

きん

きん

きん きんほう こう

きんさく さくせい せい

てい い ち かく ほ さく せい

しん しん すん ぽう たい ない ない すん ぽう

い い

いけい

けい けい

けいぼう

ぼう てっ

てっこう

こう きん よいっ ぱん

きん

はし たて

てっ

てっ

きん

きん

つぎ て あっ せつ ば あい おな い ち

もの がい しゅう のき した ぶ ぶん

ちょう まえ

きん かい

しょ るい き さい し よう しょ ちゅう

おもて

だん

めん とっ き ゆう

だん きん

いち にん まえ ぎ のう しょく にん

てっ きん ほ

こ てい けっ そく こと

こう

はり

やま がた こう りゃく おう だん めん がた かた こう

きん とう てい ま ぶ ぶんちゃく

ぞうきょう

もく

よ

せい

ゆう

はだう す で き ぶ ぶん まめ いた

こう せい ふ いた

ちく げん ば うえ らっ

よう じょう たな

か ぶつ う と き けん ぼう し うえ ひら

- 83 -



附録⑴　主な現場用語

 － 278 －

附録⑴　主な現場用語

上 筋 上端筋。梁、スラブ等で上側に配筋される鉄筋。

（え）
エキスパンションジョイント

長大建物、構造の異なる建物および増築などの場合、熱のための伸
縮や不同沈下の影響を防ぐために構造的に切り離す事。

絵 符 加工材の使用場所、形状、本数等を荷札等に記入したもの。
Ｌ型バンド 梁、柱等で大型のため、半分のL型に加工したスタラップ、フープの事。

（お）
追込みをかける 工事の大詰めになって多人数の職人を入れて工事をいそぐこと。
納 ま り 部材の相互の取付け具合。
お し ゃ か 工具類を使い古して、使用に耐えなくなること。又、加工及び組立

て間違いで使用できないものをいう。
おっつけ仕事 間に合せのその場限りのいい加減な仕事。
オーバーブリッジ 歩道橋。
追 出 し 筋 梁、スラブ筋等で最初に配筋する材料のこと。

（か）
重 ね 継 ぎ 鉄筋の継手の一種で、鉄筋どうしを規定長さで重ね合わせて継いだ

もの。
掛 矢 木製の大づち。小杭打ちなどに用い木造家屋の建方に用いる。
か ね 直角。かねの手に同じ。
か ね 勾 配 45度の勾配
ガ ー ダ ー ①　梁と直角方向に取り付ける横架構成（桁）

②　軸に直角な荷重を受ける水平の構造部材（梁、ビーム）
カットオフ ①　梁・スラブの主筋をスパンの中で切り止めすること

②　柱の主筋を階の中で切り止めすること
カットオフ筋 ①　梁・スラブの主筋で上端筋・下端筋を問わず、スパンの中で切

り止める鉄筋のこと。トップ筋ともいう。
②　柱の主筋で階の中で切り止める鉄筋のこと。トップ筋ともいう。

が ら コンクリー卜や石の屑。
か ん ざ し 梁の上端筋を受けるためのもの。
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片 だ す き 結束個所をななめに1ヶ所結束すること。両方向及び箱形に結束する
のは両だすきという。

ガ ス 庄 接 鉄筋の継手法の１種。接合する２本の鉄筋端面を突き合わせ、接合部
ならびにその周辺をガス炎で加熱し、同時に機械的圧力を加え（加圧）、
一定量のアプセット量とふくらみが出たところで加熱および加圧を止め接
合を完了する継手法。一般にガスは酸素とアセチレンを用いる。

片アンカー 鉄筋の片方だけ、中間折曲げをして加工したもの。
かぶり厚さ 鉄筋表面とこれを覆うコンクリート表面までの最短距離。
か ま 場 根切り底に設ける排水用のためますのことで、ポンプで地上に排水

する。

（き）
キャラメル 俗称でキャラメルの形をした鉄筋サポート、主にスラブ、下端筋の

間隔を保持するために使う小さなスペーサーブロック。
キ ン ク よじれ、もつれ。特にワイヤーロープなどに多い。一度キンクする

とワイヤーロープの強度は大幅にダウンする。
キャップタイ U字形あばら筋の頂部につける、かぶせる鉄筋。

（く）
く せ 曲りをいう。
躯体図（施工図） 元請が作成するコンクリート寸法図
ク ラ ッ ク コンクリートのひび割れ、亀裂。小さいものはへアークラックという。

（け）
げ た ば き ①　下端にかい物をすること。

②　1階に駐車場等を設けた建物。（げたばき住宅）
け つ 割 り 請負った仕事を途中で放棄すること。
ゲ ー ジ 尺度、寸法。例えば金属板の厚さ、径などを計る計器をいう。
検 収 材料などを調べて受け取ること。
結 束 線 鉄筋を結ぶために用いるなまし線。0.8㎜（♯21）が一般に用いられ

鉄線と呼ぶこともある。
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（こ）
こ し か け 鉄筋サポートの一種でスラブや庇等で上端筋かぶり厚さを固定する

ためのスペーサーブロック。
構 台 仮設の作業用ステージ。
小 運 搬 普通の運搬に対して現場内などで行う近距離運搬。場内運搬ともい

う。
小 口 ①　小さい量。②　切り口
こしらえもの その都度こしらえなくてはならないもの。
小 間 割 作業員またはそのグループに1日の仕事量を割り当て、それが完了すれば

時間にかかわらず1日分の賃金を支払うような割り当てのしかた。
公 称 直 径 異形鉄筋の単位長さ当りの重量より算出された直径。
極 太 径 D41以上の鉄筋の呼び方。（配筋指針）

（さ）
サ イ コ ロ 鉄筋サポートの一種で、サイコロ型にしたスペーサーブロック。主

に梁及び基礎鉄筋の下端に用いる。
差 筋 コンクリート打設前に、打継面に必要な鉄筋を定着させておくこと。
最 外 径 異形鉄筋のリブの側の寸法。

（し）
し ろ（ 代 ） 工事するための必要厚さ（幅）の部分をいう。
Ｊ Ａ Ｓ Ｓ 日本建築学会建築工事標準仕様書のこと。
ＪＩＳ規格 日本工業規格。合板など農産物を除くほとんどの製品の規格の基に

なっている。この規格品を作る工場をJIS認定工場といい、製品には
JISマークがつけられている。

Ｊ Ｖ ジェィブィ。１つの工事を2社以上で共同受注する請負の形。共同企
業体ともいう。

シートパイル 掘削のとき土砂くずれや水の侵入を防ぐために地中に打ちこむ鉄製
の矢板。

シ ュ ー ト ホッパーに取り付けてコンクリートを流すトイ。
ジョイン卜 継ぎ手
シンダーコンクリー卜

軽量骨材をまぜたコンクリートで軽量、防水層の上に押えコンクリー
トとして用いる。
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下 筋 下端筋。梁、スラブ等で下側に配筋される鉄筋。
絞 り 主として接合部を通して、部材の断面寸法が変化する部分において、

軸方向の主筋を折り曲げ、さらに曲げ返し、鉄筋軸線を連続して所
定の寸法だけずらすこと。

主 筋 構造計算で対象とした鉄筋。

（す）
スパイラル筋 丸型、角型を問わず、梁、柱等の何段ものスタラップ、フープを一

本物で加工したもの。尚、重量が重くなると2、3組に分ける。
ス ケ ー ル 尺度、縮尺、転じて物さし。
スチールサッシ 鉄製サッシ
ス パ ナ ナット、ボルトを締めつけたり、ゆるめたりする工具。
ス パ ン 建築物の柱と柱の問。支点と支点までの距離。
スペーサー （鉄筋サポートの項参照）
ス ラ ブ 鉄筋コンクリート製の床。
スイッチボックス 安全のためのスイッチや計器を納めた箱で、箱の外からハンドル操

作するものもある。
す て その上へ正規のものが施されるがその下地になるものを意味する。

レベルコンクリート（捨てコンクリート）。
墨 施工のために記す線。
スターラップ 一般に剪断補強として梁の上下主筋を囲む鉄筋で、梁筋に直角に配

筋する。あばら筋ともいう。

（せ）
せ き い た コンクリー卜型わく用の板。山留柵の板をいう。
セットバック 建築物の上方の階が下方の階よりも後退して、階段状になっている事。
セパレーター コンクリート打設の時、両側の型わくを一定間隔に保つ為めの支え

金具。
ゼ ネ コ ン 元請。
切 断 寸 法 使用したい長さに切るための寸法。切断した鉄筋に折曲げ又はフッ

ク付け等の加工をほどこさずに、切断したままで使用するのを、特
に切りっぱなしという。
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（そ）
そ え 筋 ジョイント不足、圧接の抜き取り等の個所に継手の定着を補強する

鉄筋。
ぞ ろ 例えば、相隣り合う鉄筋の高さ又は継手位置が同じ位置にあること

（いも継）。又、柱、梁の仕口が面
つら

一であること。

（た）
台付ワイヤ 台付け、根付け用、けん引用に使用されるワイヤロープであり、玉

掛けワイヤロープと区別されている。
台 直 し コンクリート打に際して柱筋及び壁筋の位置が狂った場合補正する

こと。
抱 き 抱き足場。
た っ ぱ 軒又はパラベットなどの頂きの高さ。
建 地 支柱足場の支柱、布に対していう。
駄 目 わずかに残った未完成部分。

段 鼻 筋 階段の　　　　　　・印、段受け筋ともいう

玉 掛 け ワイヤロープその他のつり具を用いて行う荷かけ及び荷はずしの作
業のこと。（講習終了者のみ）

段 押 え 筋 階段　　　　　　　×印

段 取 施工の順序、方法、準備、企画。
タワークレーン 自立するタワーの上に取付けられたクレーン。

（ち）
中 径 D19〜D25および19φ〜.25φの呼び方。（配筋指針）

（つ）
突き当て寸法 加工した鉄筋の外法寸法。
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継 手 コンクリー卜部材中で、鉄筋を連続させるための接合する方法。重
ね継手、圧接継手、溶接継手、及び機械的継手などがある。

（て）
定 尺 標準長さとして各径共3.5mから12m迄50cmきざみで製造している。
鉄筋サポート
（バーサポート）

種類はコンクリート、鋼およびプラスチック製。スペーサーブロッ
クの一種で鉛直方向の位置の確保を目的とする支持物。連続型のス
ペーサーブロックではない。

手 配 てくばり、人手の準備。
手 待 ち 工事が進められず待たされること。
手 元 助手の事。
デ リ ッ ク 起重機の一種で起伏するブームを有する親柱を索によって支えるガ

イデリックと柱によって自立する三脚デリックがある。
天 端 上端に同じ。
定 着 仕口（異種の部材。たとえば柱と梁、小梁と大梁、スラブと梁など

の接合部）において、部材相互の一体化を図るため、一方の部材の
鉄筋を他方の部材内に延長し埋め込む部分。直線定着、折曲げ定着、
金物による定着などがある。

定着テール 一般には折曲げのある定着筋の垂直部をいう。

（と）
ド ー ナ ツ スペーサーブロックの一種で柱、壁、梁のかぶり厚さを固定するた

めに入れる。
通 り ①直線性　②通り芯　③Xn通りやYn通りなど。
と ら タワーデリックなどの高い構造物が倒れないように、その頂部又は

途中、高いところから周囲に斜めに張った控え綱のこと。
トランシッ卜 測量機器、望遠鏡と分度円をもった精度の高い測角機械。タテ角を

はかり、又直線を延長するのに用いる。
ド リ ル きり、電気ドリル、土を堀削することもいう。
と ろ セメントや石灰のモルタル。
と ん と ん 双方向じで差異のないこと。
ト ッ プ 筋 通し筋とならない主筋。
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（な）
投 げ る ①　施工者が工事を部分的に職方に請負わせること。

②　施工者が工事を途中で放棄すること。
縄 張 り 建物の概略位置を示すために先だって、建物へ輪郭の通り縄を張る

こと。
中 子 副あばら筋又は副帯筋のことで、あばら筋又は帯筋に平行して配置

し、剪断補強を受けもつ。

（に）
逃 げ ①　障害物を避けること「逃げ墨」

②　仕事の納まりの余裕「逃げをとる」。
逃 げ 墨 障害物を避けて実際の墨より一定間隔をへだてて打った墨。

（ぬ）
布 布基礎。水平に渡した足場、建地に対していう。

（ね）
猫 車 コンクリート等を運ぶ一輪車又は二輪車。
根 巻 ①　コンクリート型わくを建て込む際に下端のすき間を防ぐために

塗るモルタル。
②　柱の位置を保つため又は根もとの補強のため梁上端にフープを
まく。

ネ ッ ト 墜落防止用の網をセイフティネットという。

（の）
の み 込 み 定着のこと。
延 び 規定の寸法より余分に長いこと「鉄筋にはふつう延びがある」。
ノンスリップ すべり止め。

（は）
ば か 棒 ものさしの代りにその寸法にきった棒で一種の定規。
バイブレーター コンクリー卜打設時に振動を与える機械で、振動棒をコンクリート

の中にさし込む方法のものと、型わくの外側から与える方法のもの
とがある。
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ば た コンクリート型わく等支保工の10㎝角位の角材（端太角）という。
番 線 鉄線、何番鉄線というようになったことからきたもの。
ハ ン チ 梁又はスラブで、端部の応力が大きくなった場合、端部だけコンク

リー卜の断面を大きくしたもの。
パラペット 屋上で外周に設けられる立上りの壁。
バルコニー 洋風建築で室から戸外に張り出した手すりのある一種の露台。
は か ま 筋 フーチングの上端に配置される鉄筋。
腹 筋 スターラップの成が高い時、スターラップの位置を確保するために

配置し、ピッチが乱れたり、幅止め筋を同時に使用してたわんだり
するのを防ぐ。

バ ン ド スターラップ、フープの総称。
幅 止 め 筋 一般に壁、梁部材の間隔を保持するために取り付ける鉄筋。

（ひ）
拾 い 出 し 図面、仕様書から材料や手間などを算出すること。
ピ ッ チ ①一定の間隔のこと。②ピッチを上げるともいう。

（ふ）
ぶいち（分ー） 何分の１という縮尺の意。図面に記入寸法のない場合縮尺で長さを

求めることを分一で当るという。
歩 掛 り 単位仕事に要する労務者数、歩掛けともいう。
フーチング 柱、壁を支える無筋又は鉄筋のコンクリート基礎。
プ ラ ン 計画。建築用語では平面計画のこと。
プ レ ー ト 金属などの板。
フ ー プ 一般に剪断補強として柱部材に用いる鉄筋。柱筋に直角に配筋する。

帯筋ともいう。
太 径 D29〜D38および28φ〜32φの呼び方。（配筋指針）

（へ）
ベ タ ベタ基礎。
ベ ー ス 基礎、土台、根底などの意味がある。建築では、柱を受ける下部の

台基礎のこと。
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（ほ）
補 強 筋 開口部、スリーブ等梁及び壁、スラブ等の周囲を補強する鉄筋。
ぼうしん（棒真） 小頭と同じように部分的な仕事の中心となる職人。
細 径 D10、D13、D16及び9φ、13φ、16φの呼び方。（配筋指針）

（ま）

（み）
ミーティング 打合せ。
み ず 陸（ろく）に同じ。

（め）
メタルフォーム コンクリートの打込みに用いる鋼板製型わくのこと。

（も）
も ろ 全体的、全面的の意。
モ ン キ ー ①　杭打用の鉄錘モンケンともいう。

②　スパナの略称。イギリススパナともいう。調整の出来るネジ付き。

（や）
矢 板 土止めとして使用される板のこと。

（よ）
溶 接 金 網 コンクリー卜補強用に使用されている溶接金網。JISG3551（溶接金網）

に規定される。
余 長 トップ筋等の所定長さにプラスの伸びをみたもの（15d）。
養 生 コンクリートやモルタル等が所定の強度が出るまで適当な水分や温

度を与えて保護すること。
呼 び 名 JIS G 3112（鉄筋コンクリート棒鋼）、JIS G 3117（鉄筋コンクリー

ト用再生棒鋼）で定められている異形棒鋼の公称直径を丸めた直径。
溶接閉鎖型 溶接されたフープ

（ら）
らっきょうバンド U字形のスターラップで、キャップタイと組みで使用する。
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（り）
り ゃ ん こ 互いちがいのことである。
両アンカー 鉄筋の両端部を中間折曲げして加工したもの。
両 だ す き 結束方法の一つで、たすき状に結束したもの。

（ろ）
ろ く（ 陸 ） 水平の意。

（わ）
割 出 し 工事着手に際して与えられた工事費を工事別に按配細分すること。
割りバンド スターラップ又はフープを二つ以上に割ったもの。L型バンド、らっ

きょうとキャップタイ、又、鉄骨鉄筋コンクリー卜の柱、梁の仕口
のフープ等。
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⑵　鉄筋棒鋼使用上の注意事項

⑵ -３. 鉄
てっ

筋
きん

棒
ぼう

鋼
こう

の使
し

用
よう

上
じょう

の注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こう

　鉄鋼メーカー各社より、「不適切な鉄筋棒鋼の使用方法をとっている加工メーカーや工
事現場が時々見受けられる。また、引張試験も不適切な方法が見られる場合がある。」と
の意見があったため、鉄筋メーカー各社に加工メーカーの意見も含めて、アンケート調査
を実施しました。その調査結果を踏まえて、下表に示すように鉄筋棒鋼を使用する上での
注意事項を作成しました。
　ユーザーおよび試験所各位におかれましては、この注意事項を十分参考にし、加工・施
工および試験をしていただくようお願いいたします。

鉄筋棒鋼の使用上の注意事項

№ 項　　　目 注　　意　　事　　項

1 曲げ加工時の亀裂および
破損防止

⑴　「JIS G3112 鉄筋コンクリート用棒鋼」で規定され
ている曲げ半径およびそれ以上の半径を必ず採用する
こと

⑵　節がつぶれないよう配慮すること
⑶　鉄筋表面に過大な疵ををつけないこと
⑷　気象条件（特に気温）を配慮し、加工温度に注意す

ること
⑸　ローラーべンダーなど加工機のローラー整備を十分

行うこと（節への応力集中を避けるため）

2 スポット溶接・ショート
ビード溶接のHAZ割れ
防止その他

⑴　できるだけ仮付溶接手法を用いずに他の方法で材料
を固定すること

⑵　適正な溶接手順試験を予め行い、溶接条件を確立す
ること（作成基準の統一化）

⑶　必要に応じて溶接後熱処理も考慮すること
⑷　溶接部またはその近辺を支点にした曲げ加工は避け

ること

3 曲げ戻しによる亀裂およ
び破損防止

⑴　鉄筋は、曲げ戻しを行う場合、設計、施工、材料の
選定、曲げ半径の大きさ等について十分配慮する必要
があるので、曲げ戻し加工を極力避けることが望まし
いが、やむを得ず曲げ戻し法を適用しなければならな
し箇所に使用する鉄筋の購入に当たっては、予め材料
製造業者と協議すること
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№ 項　　　目 注　　意　　事　　項

3 曲げ戻しによる亀裂およ
び破損防止

⑵　「J1S G3112 鉄筋コンクリート用棒鋼」で規定され
ている曲げ半径およびそれ以上の半径を必ず採用する
こと

⑶　節がつぶれないよう配慮すること
⑷　鉄筋表面に過大な疵をつけないこと
⑸　気象条件（特に気温）を配慮し、加工温度に注意す

ること
⑹　ローラーベンダーなど加工機のローラー整備を十分

行うこと（節への応力集中を避けるため）
⑺　パイプ等に入れて曲げないこと（曲げ半径が小さく

なるため）
⑻　「コンクリート標準示方書」（土木学会）等を参考に

すること

4 不適切な吊方の禁止 ⑴　結束番線で結束を吊らないこと
⑵　鉄筋をフック等の吊り具またはその部材として使用

しないこと
⑶　専用治具を使用すること

5 ガス圧接時留意点 ⑴　ガス圧接時に鉄筋に過大なチャック疵を残さないこ
と

⑵　特にリブ面にはチャック疵をつけないこと
⑶　鉄筋断面の錆、汚れを除去すること
⑷　鉄筋断面を平滑に仕上げること
⑸　強風時や降雨雪時の施工は極力避けること
⑹　（社）日本鉄筋継手協会発行の「鉄筋のガス圧接工

事標準仕様書」を参考にすること

6 引張試験のC破断防止 ⑴　引張荷重が試験片の軸方向に平行になるよう注意を
要すること

⑵　試験片のつかみ部分に過度に食いこませないこと
⑶　標点打刻はリブ上とし、しかも過度の力で打ち込ま

ないこと
⑷　試験片中に社名ロールマーク等が入らないこと（但

し、端部なら可）
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